
2 ■ 掘立柱建物跡・柵跡

成願遺跡から発見された掘立柱建物跡は21棟（第

1~9号掘立柱建物跡・第11~22号掘立柱建物跡、

第10号掘立柱建物跡は欠番）、柵跡は4列（第 l~

4号柵跡）である。柵跡はL字に柱穴が配列され、

掘立柱建物跡に沿って位置している。このような掘

立柱建物跡と柵跡の位置関係から、両者にはセット

関係が認められる。

掘立柱建物跡・柵跡は調査区南西半の標高の高い

平坦域に分布し、調査区北東半の緩斜面部に密集す

る竪穴住居跡の分布と対照的である。掘立柱建物跡

と住居跡の分布状況から、集落内における掘立柱建

物跡の建立範囲と住居跡の構築範囲が明確に分離さ

れていると捉えられる。

また掘立柱建物跡・柵跡の軸方位は、住居跡と同

様に等高線に沿った方向に軸を揃えている。遺跡の

立地する地形の影轡を強く窺うことができる一方、

立地する地形を効率的に活用した集落展開を窺うこ

とができる。

第1号掘立柱建物跡・第2号柵跡（第87図）

c-6 ・ 7、D-6・ 7グリッドに位置する。第

1号掘立柱建物跡は桁行3間x梁行3間の側柱建物

跡である。第2号柵跡は L字に配列された 5本の

柱穴列である。第 1号掘立柱建物跡の北辺・西辺に

沿って位置し、区画を意圏した第1号掘立柱建物跡

に付随する施設と捉えられる。第 1・ 17号土城・第

3号溝跡と重複するが、新旧関係は明確ではない。

第1号掘立柱建物跡の規模は桁行4.20mX梁行3.

70m、面積15.54面を測る。桁行は東西に面し、軸

方位を N-24°-Wに向ける。柱間は桁行が1.40m

と統一されているが、梁行は1.20m-l. 20m-l. 30 

mと東側の柱間が長い。柱穴覆土の観察がされて

いないため、柱痕・柱抜取痕．柱掘形の充填状況は

不明である。 P2 ・ P 7 ・ P 9 ・ Pllの底面には、柱

の痕跡が認められる。

第2号柵跡は北辺2間 (Pl~P3) X西辺2間

(P 3 ~P 5)に柱穴が配列され、規模は北辺3.90m、

西辺3.30mを測る。柱間はP1 -P2が2.00m、P2

-P3カ汀．90m、P3 -P4カゞ1.50m、P4 -P5カゞ1.8

Omと不均ーである。南北軸 (P3 ~P 5) をN-

24°-wに向ける。第 1号掘立柱建物跡と同様に柱

痕や柱抜取痕、柱掘形の充填状況は不明であるが、

P4 ・ P5の底面には柱の痕跡が認められる。

第1号掘立柱建物跡・第2号柵跡のいずれからも

遺物は出土していない。

第2号掘立柱建物跡（第88図）

桁行3間x梁行2間と推定される側柱建物跡で、

D-7、E-7グリッドに位置する。発見された柱

穴はP2・P3 ・P4 ・P6の4本で、ほかは調査区

外にある。重複する遺構はない。

柱間は桁行1.50m、梁行1.80mを測り、規模は桁

行4.50m、梁行3.60m、面積16.20面と推定される。

桁行を南北に面し、軸方位を N-21°-Wに向ける。

柱筋は、桁行・梁行ともに中間の側柱が張り出す。

柱穴覆土の観察がされていないため、柱痕・柱抜取

痕．柱掘形の充填等の状況は不明であるが、桁行の

P2 ・ P3 ・ P4の底面には柱の痕跡が認められてい

る。

遺物は出土していない。

第3号掘立柱建物跡（第89図）

桁行2間x梁行2間と推定される側柱建物跡で、

A-3グリッドに位置する。発見された柱穴はP3

・P5 ・P6 ・P7 ・P8の5本で、ほかは調査区外

にある。第4号掘立柱建物跡・第19・ 20号溝跡と重

複するが、新旧関係は明確ではない。

柱間は桁行1.70m、梁行1.40mを測り、規模は桁

行3.40m、梁行2.80m、面積9.52面と推定される。

また桁行3間の建物跡と想定することも可能で、こ

の場合、桁行5.10m、面積14.28面となる。桁行を

南北に面し、軸方位を N-40°-Wに向ける。

柱筋は、桁行中間の側柱が張り出す。柱穴覆士の
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第87図第 1号掘立柱建物跡
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第88図 第2号掘立柱建物跡
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第89図 第3号掘立柱建物跡
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第90図 第4号掘立柱建物跡
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観察がされていないため、柱痕．柱抜取痕・柱掘形

の充填等の状況は不明であるが、 P7・ P8の底面

には柱の痕跡が認められる。

遣物はナ師器甕片が出士しているが、微細な破片

であり、図ホし得ない。

第4号掘立柱建物跡（第90図）

桁行2間x梁行2間と推定される側柱建物跡で、

A-3グリッドに位置する。発見された柱穴はP2

・P3 ・P4 ・P5 ・P6 ・P7 ・P8の7本で、 Plは

調査区外にある。第3 ・ 5 ・ 9号掘立柱建物跡と重

複するが、新旧関係は明確ではない。

柱間は桁行1.90m、梁行1.80m、規模は桁行3.80

m、梁行3.60m、面積13.68m'を測る。桁行を東西

に面し、軸方位を N-32°-Wに向ける。

柱筋は僅かではあるが、桁行中間の側柱が張り出

し、梁行中間の側柱が入り込む。柱穴覆士の観察が

されていないため、柱痕・柱抜取痕．柱掘形の充填

等の状況は不明であるが、隅柱のP3・P5 ・P6 ・ 

P8の底面には柱の痕跡が認められる。

遺物は出土していない。

第5号欄立柱建物跡（第91図）

2間X2間の側柱建物跡で、 A-3・ 4、B-3 

グリッドに位置する。重複する第4号掘立柱建物跡

との新旧関係は明確ではないが、第5号井戸跡より
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第91図第5号掘立柱建物跡
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も先行する。発見された柱穴はPl・P2・P3・P

4・P6・P8の6本で、P5・ P7は第5号井戸跡

によって掘削されている。

桁行・梁行ともに、柱間1.60m、規模3.20mで、

面積10.24面、軸方位N-45°-Wを測る。

柱筋は、中間の側柱のP2が入り込む。柱穴覆土

の観察がされていないため、柱痕．柱抜取痕．柱掘

形の充填等の状況は不明であるが、隅柱の p1. p 

3・P6・P8の底面には柱の痕跡が認められる。

遣物は出土していない。

第6号掘立柱建物跡（第92図）

桁行3間x梁行2間の側柱建物跡で、 A-3、B

-3グリッドに位置する。重複する第27号住居跡と

の新旧関係は明確ではないが、第31号住居跡よりも

新しい。

柱間は桁行2.40m、梁行1.70m、規模は桁行7.20

m、梁行3.40m、面積24.48面を測る。桁行を南北

に面し、軸方位を N-45°-Wに向ける。

柱穴覆土の観察がされていないため、柱痕・柱抜

取痕．柱掘形の充填等の状況は不明であるが、隅柱

のP4・ P7および側柱のP3・ P6の底面には柱の

痕跡が認められる。

遺物は土師器甕片が出土しているが、微細な破片

であり、図示し得ない。

第8号掘立柱建物跡（第93図）

桁行3間x梁行3間の側柱建物跡で、 A-4 ・ 5、

- 117 -



第92図 第6号掘立柱建物跡
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第93図 第8号掘立柱建物跡
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B-4 ・ 5グリッドに位置する。第14号掘立柱建物

跡・第25号溝跡と重複するが、新旧関係は明確では

ない。

柱間は桁行1.50m、梁行1.40m、規模は桁行4.50

m、梁行4.20m、面積18.90面を測る。桁行を東西

に面し、軸方位を N-22°-Wに向ける。柱筋は、

桁行中間の側柱が張り出す。柱穴覆土の観察がされ

ていないため、柱痕・柱抜取痕．柱掘形の充填等の

状況は不明であるが、桁行の P2 ・ P3 ・ PlO、梁行

のP6・ P7の底面には柱の痕跡が認められる。

遺物は土師器甕 ．杯片が出土しているが、いずれ

も微細な破片であり、図示し得ない。また弥生土器

片も混入している。

第7号握立柱建物跡・第1号柵跡・第2・ 7号溝跡

（第94図）

C-6、D-5 ・ 6、E-6グリ ッドに位置する。

第7号掘立柱建物跡は桁行4間x梁行3間の側柱建

物跡である。第7号掘立柱建物跡の北辺 ・西辺に沿

って、第 1号柵跡がL字に柱穴を配列されている。

さらに、L字に屈曲する第2・ 7号溝跡が第 1号柵
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第94図 第7号掘立柱建物跡・第1号柵跡・第2• 7号溝跡
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跡に沿っている。第7号掘立柱建物跡との位置関係

から、第 1号柵跡、第2・ 7号溝跡は第7号掘立柱

建物跡の区画を意図した施設と捉えられる。

重複する第5・ 6 ・ 15 ・ 18号住居跡、第33号溝跡

遺構との新旧関係は明確ではないが、第3・ 4号住

居跡、第 1号溝跡よりも先行する。

第7号掘立柱建物跡の柱間は桁行1.70m、梁行1.

90m、規模は桁行6.80m、梁行5.70m、面積38.76m2 

を測る。桁行を南北に面し、軸方位を N-33°-W  

に向ける。柱穴覆土の観察がされていないため、柱

痕・柱抜取痕．柱掘形の充填等の状況は不明である

が、隅柱のPlおよびP3 ・ P 9 ・ Pll ・ Pl3の底面

゜
2m 

には柱の痕跡が認められる。

第1号柵跡は3間ー3間のL字に配列された柱

穴列で、隅柱のP4は検出されていない。柱間はい

ずれも1.70mで、想定される隅柱P4-P3および

P4 -P5の柱間は2.00mで、北辺・西辺ともに長

さ5.40mと推定される。軸方位を N-38°-Wに向

け、第 7号掘立柱建物跡とは 5゚ のズレを生じてい

る。

第2・ 7号溝跡はL字に屈曲する同一の溝跡で、

第7号掘立柱建物跡、第 1号柵跡を区画する意図を

もって掘削されている。第2・ 7号溝跡は等高線に

平行もしくは直交する溝跡で、断面逆台形を呈する。
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第95日第2号溝跡出土遺物(1)
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第96図 第2号溝跡出土遺物(2)

10.. 十

-123 -



第41表 第2号溝跡出土遺物観察表 （第95・ 96図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備考

1 蓋 (2. 5) BJ A 灰 5 
2 蓋 (4.4) (12. 9) BH A 灰 10 
3 杯 (11.2) (3. 7) ABJ A 灰 10 体部外面に自然釉付着

4 高杯 (16.2) (5.4) ABHJ B 灰 20 内外面口縁部に自然釉付着
5 高杯 (3.3) BCJ A 灰 5 短脚一段三方透し

6 杯 10.4 4.7 ACJ B 橙 100 内外面赤彩
7 杯 12.4 5.2 ABCIJ B 橙 60 
8 杯 (11. 6) 4.4 ABCHIL A 橙 35 内外面赤彩， 杯 11. 7 (5. 5) BCI B にぶい橙 80 
10 杯 (12.0) (4.9) ABCH且、 B 橙 15 
11 杯 (12.8) (5. 7) ABCHI B 橙 20 
12 杯 (12. 9) (4. 2) ABCHI B 橙 15 
13 杯 (13.3) (4. 9) ABCHI B 橙 35 
14 杯 (14.0) (5. 7) BCI B 橙 40 

15 椀 (12.4) (5. 7) ABCJ B にぶい橙 25 内外面赤彩
16 椀 11. 5 5.1 ABCIL B 橙 95 内外面赤彩
17 椀 (13. 1) (4.0) ABCHL B にぶい橙 10 
18 椀 (10.1) (4. 7) AHIL B 明赤褐 20 

19 椀 (11. 9) (6.4) AH B 明赤褐 15 内面黒色
20 小型甕 (9. 9) (6.6) ACIIlL B 浅黄橙 20 

21 台付甕 (8.2) 9.2 ABCUL B 橙 90 
22 台付甕 (5.1) 8.8 ABCEIL B 橙 90 
23 小型甕 14.2 (12. 9) ABCEIL B にぶい橙 50 
24 小型甕 11. 9 14. 9 5.2 ABCHIJ B 橙 80 
25 鉢 (18.6) (9.3) 8.0 ABI B にぶい橙 40 内面ナデ調整単位不明瞭

26 小型甑 (20.4) (18.4) CHIJ B 橙 30 

27 小型甕 (13.1) (11. 9) BCHJ B 橙 20 

28 小型甕 (4.3) (5.8) ABCHIL A 橙 85 

29 甕 (18. 6) (12.4) ABCD B 淡黄橙 20 

30 甕 (20.4) (7.4) ABCEHI B にぶい褐 5 

31 甕 (15.5) (8.8) ABCEHIL B 橙 5 

32 甕 (17.0) (7.8) ACEHIL B にぶい橙 50 

33 甕 (17.1) (5. 6) ABCEHL B にぶい橙 45 

34 甕 (16. 7) (4. 9) ABCEHIL B にぶい褐 60 

35 甕 17.1 30.8 7.8 ABCHIJ B にぶい橙 100 内面にタール状の付着物

36 甕 18.4 (30.4) ABCHI B にぶい橙 50 

37 甕 (14. 5) 8.2 ABCEJ B 暗褐 20 

38 衷年 (12. 7) 5.0 ABCHI B にぶい橙 20 

39 甕 (15.3) 5.6 ABCIJ B にぶい橙 20 

40 甕 (16.2) (16.3) ABCHリL B 橙 15 内面ナデ調整単位不明瞭

41 甑 20.0 26.6 8.6 ABCHIJ B 橙 95 

42 甑 23. 9 30.3 7.4 ABCHIJ B 橙 90 

第42表 第7号溝跡出土遺物観察表 （第97図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備考

1 高杯 (12.3) (3. 5) BJL B 灰白 20 脚部に方形透し

2 高杯 (8. 9) BCK A 灰 10 一段三方透 し

3 蓋 (2.6) BG A 灰 10 

4 長頸壺 (11. 8) (3.8) B A 灰 5 

5 甕 (18.8) (22. 9) ABCI B 橙 30 

6 甕 (19.0) (9.3) ABIK B 橙 10 

7 甕 (15.8) (8. 9) ABHIKL B にぶい赤褐 20 
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第97図第7号溝跡出土遺物
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検出長は約20.8mで、最大幅1.27m、最小幅0.50m

を測る。底面標高は D-6グリッド南端付近が16.5

2m、屈曲するコーナー付近が16.70m、D-5グリ

ッド東端付近が16.43mで、コーナー付近を頂点に

両方向へ傾斜をもって下る。走向方位は西辺がN-

39°-w、北辺がN-51°-E (N-39° -W)で、第

1号柵跡とほぽ平行する。溝跡の埋没状況は自然堆

積を示す。

遺物は第 7号掘立柱建物跡ー第 1号柵跡からは出

土していないが、一方第2・ 7号溝跡からは須恵器

片と多量の土師器が出土し、弥生土器片も混入して

いる。

第9号掘立柱建物跡（第98図）

桁行3間もしくは 2間x梁行2間と推定される側

柱建物跡で、 A-3・ 4グリッドに位置する。発見

された柱穴は P4 ・ P 7 ・ P 9 ・ PlO ・ Pllの5本で、

ほかは調査区外にある。第4号掘立柱建物跡、第21

・ 22号溝跡と重複するが、新1日関係は明確ではない。

桁行3間x梁行2間の建物跡を想定すると、柱間

は桁行1.65m、梁行1.85m、規模は桁行4.95m、梁

行3.70m、面積18.315面と推定され、桁行を南北に

面する。桁行2間X梁行2間の建物跡を想定すると、

柱間は桁行1.85m、梁行1.65m、規模は桁行3.70m、

梁行3.30m、面積12.21面と推定され、桁行を東西

に面する。軸方位を N-36°-Wに向ける。

中間の側柱が張り出す柱筋に着目すると P7の張

り出しが強く、これを棟持柱と想定することが可能

である。また2間X2間の建物跡の場合に隅柱にあ

たる pgは他の隅柱P4・ Pllに比べ平面および深

さとも規模が小さい。そのため、桁行3間x梁行2

間の建物跡となる可能性が高い。

柱穴覆上の観察がされていないため、柱痕．柱抜

取痕．柱掘形の充填等の状況は不明であるが、隅柱

のP4およびP7 ・ P 9 ・ PIOの底面には柱の痕跡が

認められる。

遺物は土師器甕片が出土しているが、いずれも微

細な破片であり、図示し得ない。

第11号掘立柱建物跡（第99図）

2間X2間と推定される側柱建物跡で、 A-2グ

リッドに位置し、重複する遺構はない。発見された

柱穴は P3・P5・P7・P8の4本で、ほかは調査

区外にある。

柱間は1.70mを測り、規模は3.40m X 3. 40m、面

積11.56面と推定される。軸方位を N-25° -Wに

向ける。

柱穴覆土の観察がされていないため、柱痕・柱抜

取痕．柱掘形の充填等の状況は不明であるが、隅柱

のP3の底面には柱の痕跡が認められる。
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第98図 第9号掘立柱建物跡
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第99図 第11号掘立柱建物跡
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第100図第12号掘立柱建物跡
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第101図第13号掘立柱建物跡
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第102図 第15号掘立柱建物跡・第3号柵跡
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遺物は出土していない。

第12号掘立柱建物跡（第100図）

桁行2間x梁行2間の側柱建物跡で、 B-2グリ

ッドに位置する。梁行中間の側柱のP5は検出され

ていない。重複する第34号住居跡との新旧関係は明

確ではないが、第30号住居跡よりも新しい。

柱間は桁行1.50m、梁行1.20m、規模は桁行3.00

m、梁行2.40m、面積7.20面を測る。桁行を南北に

面し、軸方位を N-9°-Wに向ける。

柱穴覆士の観察がされていないため、柱痕・柱抜

取痕・柱掘形の充填等の状況は不明であるが、隅柱

のP3および梁行中間の側柱の P4を除くすべての

柱穴の底面には柱の痕跡が認められる。

遺物は土師器甕・杯片が出士しているが、いずれ

も微細な破片であり、図示し得ない。また弥生土器

片が混人している。

第13号掘立柱建物跡（第101図）

桁行2間x梁行2間の側柱建物跡で、 B-3 ・ 4、

C-4グリッドに位置する。重複するグリッドピッ

トとの新旧関係は明確ではない。

柱間は桁行1.60m、梁行1.50m、規模は桁行3.20

m、梁行3.00m、面積9.60面を測る。桁行を東西に

面し、軸方位を N-25°-Wに向ける。

柱穴覆土の観察がされていないため、柱痕・柱抜

取痕．柱掘形の充填等の状況は不明であるが、隅柱

のPlの底面には柱の痕跡が認められる。

遺物は出土していない。

第15号掘立柱建物跡・第3号柵跡（第102図）

B-4 ・ 5、c-4 ・ 5グリッドに位置する。第

15号掘立柱建物跡は桁行3間x梁行2間の側柱建物

跡である。第3号柵跡は第15号掘立柱建物跡の南辺

・東辺に沿って L字に配列された 5本の柱穴列で

あり、区画を意図した第15号掘立柱建物跡に付随す

る施設と捉えられる。第14・ 16 ・ 17号掘立柱建物跡、

第12・ 13号溝跡と重複するが、新旧関係は明確では

ない。

第15号掘立柱建物跡の柱間は桁行の中央が1.80m、
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第103図 第14号掘立柱建物跡
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両脇が2.00m、梁行1.85m、規模は桁行5.80m、梁

行3.70m、面積21.46面を測る。桁行を東西に面し、

軸方位を N-35°-Wに向ける。柱筋は、梁行棟持

柱が張り出す。柱穴覆土の観察がされていないため、

柱痕 ・柱抜取痕 ．柱掘形の充填等の状況は不明であ

るが、隅柱のP4・ PlO、桁行の側柱のP3および

梁行棟持柱のP6の底面には柱の痕跡が認められる。

第3号柵跡は3間ー 1間に柱穴が配列され、柱間

はコーナ一部のP4-P3・P4-P5が2.00m、ほ

かのPl-P2 ・ P2-P3が1.40m、長辺4.80mX

短辺2.00mを測る。軸方位はN-35°-W を向き、

第15号掘立柱建物跡と一致する。

いずれの遺構からも、遺物は出土していない。

第14号握立柱建物跡（第103図）

桁行3間x梁行2間の側柱建物跡で、 B-4・ 5 

グリッドに位置する。第8・ 15号掘立柱建物跡と重

複するが、新旧関係は明確ではない。

柱間は桁行1.40m、梁行1.50m、規模は桁行4.20

m、梁行3.00m、面積12.60面を測る。桁行を南北

に面し、軸方位を N-45°-Wに向ける。

柱筋は、桁行 ・梁行ともに中間の側柱が張り出す

傾向にあり、梁行では著しい。柱穴覆土の観察がさ

れていないため、柱痕・柱抜取痕・柱掘形の充填等

の状況は不明であるが、隅柱のP1 ・ P4 ・ PlOの底

面には柱の痕跡が認められる。

遺物は土師器甕 ．杯片が出土しているが、いずれ

も微細な破片であり、図示し得ない。また弥生土器

片が混入している。

第18号欄立柱建物跡（第104図）

桁行2間x梁行2間の側柱建物跡で、 B-4・ 5、
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第104図 第16号掘立柱建物跡

詞ぐ夏-'認ュ
O・ 汀 贔 bi I 

/．9 -

0“.. ' ・プ I¥ I . 
a:: 

.. し`‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘
心

◎ 』 巴1
汁

£̀ 

SB  1 6 

口 <.>: | 

゜
9,祀。/） ..．． 

□饂 a.m 

g 

吋 § d o, 

9 90 

A 17 liO 2A 2A' A' ． B 11 50 B' 

p. p4 P, Pa Ps P, 

疇｀｀第105図第17号掘立柱建物跡

叫

゜／亭―7
叶
瓢

l:,; I 

A 

□〗 > 丘 a9鯵9 

ロ I 
C 

g 

SB  1 7 
る

⑫ 

/'三五三
’̀ 

¢’ 

a 
o: I . 

CJ. 

・̂-,180 ・̂ 817... .2B 匹 ●’ 

P, P2 p3 P. 

｀ 
P1 

゜
2m 

-131 -



第106図第18号掘立柱建物跡
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第107図第22号掘立柱建物跡
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C-4 ・ 5グリッドに位置する。第15号掘立柱建物

跡ー第3号柵跡、第4号柵跡、第7号士壊、第13号

溝跡と重複するが、新旧関係は明確ではない。

桁行の柱間は不均ーで、 Pl-P2が1.50m、P2

-P3カ12.lOm、P6 -P 7カ12.05m、P7-P8カSl.5 

5mを測り、いずれの柱間も異なっている。梁行

の柱間は、 Pl:_P4・P3-P5が1.90m、P4-P

6 ・P5-P8が1.30mで、相対する柱間は一致し

ているが、同列の柱間が統一されていない。

規模は桁行3.60m、梁行3.20m、面積11.52面で

ある。桁行を南北に面し、軸方位を N-50°-Wに

向ける。

柱穴覆土の観察がされていないため、柱痕・柱抜

取痕．柱掘形の充填等の状況は不明であるが、桁行

中間の側柱P7の底面には柱の痕跡が認められる。

遺物は土師器甕片が出士しているが、微細な破片

であり、図示し得ない。

第17号掘立柱建物跡（第105図）

桁行2間x梁行 1間の側柱建物跡で、 B-5グリ

ッドに位置する。第15;18号掘立柱建物跡、第29号

溝跡と重複するが、新旧関係は明確ではない。

検出された掘立柱建物跡のなかで唯一歪な柱列の

建物跡で、柱穴中央に柱筋を通すと平行四辺形の柱

配列となる。柱位置のズレの許容範囲を拡大して長

方形配列を想定すると、柱間は桁行1.60m、梁行3.

OOm、規模は桁行3.20m、梁行3.00m、面積9.60m2 

と推定される。桁行を南北に面し、軸方位を N-24

o_wに向ける。

柱穴覆土の観察がされていないため、柱痕．柱抜

取痕・柱掘形の充填等の状況は不明であるが、 P4

・P5の底面には柱の痕跡が認められる。

遺物は土師器甕．甑．杯片や須恵器蓋片が出土し

ているが、いずれも微細な破片であり、図示し得な

い。

第18号握立柱建物跡（第106圏）

桁行2間x梁行 1間の側柱建物跡で、 B-5 ・ 6、

c-5 ・ 6グリッドに位置する。第17号掘立柱建物

跡と重複するが、新旧関係は明確ではない。

桁行の柱間はPl-P2 ・ P4-P5が2.00m、P2

-P3 ・ P5 -P6が1.70m、規模は桁行3.70m、梁

行3.00m、面積11.10面を測る。桁行を東西に面し、

軸方位を N-35°-Wに向ける。

柱穴覆土の観察がされていないため、柱痕・柱抜

取痕・柱掘形の充填等の状況は不明である。

遺物は士師器甕片が出土しているが、微細な破片

であり、図示し得ない。

第22号掘立柱建物跡（第107図）

桁行3間もしくは 2間x梁行2間と推定される側

柱建物跡で、 B-7、c-7グリッドに位置する。

発見された柱穴はPl・P2 ・P3 ・P5 ・PSの5

本で、ほかは調査区外にある。桁行3間の掘立柱建

物跡の場合、 P6は存在しない。第2号住居跡と重

複するが、新1日関係は明確ではない。

柱間は桁行1.60m、梁行2.80mを測る。桁行3間

の場合、規模は桁行4.80mX梁行2.80m、面積13.4

4面、桁行2間の場合、規模は桁行3.20mX梁行2.

80m、面積8.96面と推定される。桁行を東西に面し、

軸方位を N-35°-Wに向ける。

柱穴覆土の観察がされていないため、柱痕・柱抜

取痕・柱掘形の充填等の状況は不明であるが、隅柱

のP1 ・ PSおよび桁行中間の側柱P2、梁行中間

の棟持柱P5の底面には柱の痕跡が認められる。

遺物は出土していない。

第18号掘立柱建物跡・第4号柵跡（第108図）

c-4 ・ 5、D-5グリッドに位置する。第19号

掘立柱建物跡は桁行2間x梁行 1間の側柱建物跡で、

隅柱のPlは検出されていない。第4号柵跡はL字

に配列された 7本の柱穴列である。第16号掘立柱建

物跡と重複するが、新旧関係は明確ではない。

第19号掘立柱建物跡の柱間は桁行Pl-P2・P4

-P5が1.80m、P2-P3 ・ P5 -P6が1.60m、規

模は桁行3.40m、梁行2.60m、面積8.84m2を測る。

桁行を東西に面し、軸方位を N-46°-Wに向ける。

柱穴覆士の観察がされていないため、柱痕．柱抜取
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第108図 第19号掘立柱建物跡・第4号柵跡
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痕．柱掘形の充填等の状況は不明であるが、隅柱P

4と桁行柱間の側柱P5の底面には柱の痕跡が認め

られる。

第4号柵跡は長辺4間一短辺2間に柱穴が配列さ

れている。柱間は不均ーで、 Pl-P2が1.30m、P

2 -P3カ'l'l.80m、P3-P4カ'l'l.60m、P4-P5カS

2.10m、P5-P6が2.00m、P6-P7が1.70mを測

り、いずれも異なる数値を測る。長辺6.80m、短辺

B 17.90 B. 

゜
2m 

3. 70m、軸方位はN-29°-Wを向く。

第19号掘立柱建物跡と第4号柵跡の関係は、軸方

位に17゚ もの差が存在し、第4号柵跡が第19号掘立

柱建物跡を囲う位置にもないことから、第 1号掘立

柱建物跡ー第2号柵跡、第7号掘立柱建物跡ー第 1

号柵跡、第15号掘立柱建物跡ー第3号柵跡の関係の

ように、掘立柱建物跡に区画を意図した柵跡が付随

する施設と捉えることは難しい。しかしながら、柱
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第109図第20号掘立柱建物跡
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穴を L字に配列した第4号柵跡の機能には、 「囲

う」という強い意図が窺われ、ここでは、第4号柵

跡と第19号掘立柱建物跡の関連を提起しておく。

また第4号柵跡には、若干軸方位を違える第3号

柵跡が相対している。第3号柵跡とは規模・柱間・

柱位置・隅柱の位置等に共通項を認め難い。両者の

関連性を否定することはできないが、同一の計画の

もとに構築された施設とは考えられない。

遺物は第4号柵跡から土師器甕片が出土している

が、微細な破片であり、図示し得ない。

第20号掘立柱建物跡（第109図）

桁行3間x梁行2間の側柱建物跡で、 B-6グリ

ッドに位置する。重複する第21号掘立柱建物跡との

新旧関係は明確ではないが、第 1号溝跡よりも古く、

第6号溝跡よりも新しい。発見された柱穴は p1. 

P2 ・P3 ・P4 ・PS ・P6 ・P7 ・PSの8本で、 P
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9 ・ PlOは第 1・ 6号溝跡と重複しているため検出

されていない。

柱間は桁行1.30m、梁行1.70m、規模は桁行3.90

m、梁行3.40m、面積13.26面を測る。桁行を東西

に面し、軸方位を N-35°-Wに向ける。

柱筋は、桁行・梁行ともに中間の側柱が張り出す。

柱穴覆土の観察がされていないため、柱痕・柱抜取

痕．柱掘形の充填等の状況は不明であるが、 P2の

底面には柱の痕跡が認められる。

遺物は出土していない。

第21号握立柱建物跡（第110図）

桁行3間x梁行3間の側柱建物跡で、 B-6 ・ 7 

グリッドに位置する。重複する第2号住居跡・第20

号掘立柱建物跡・第5号溝跡との新旧関係は明確で

はないが、第 1号溝跡よりも古く、第6号溝跡より

も新しい。
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可立柱建物跡第llO図第21c 掘
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柱間は桁行1.80m、梁行1.70m、規模は桁行5.40

m、梁行5.20m、面積28.08面を測る。桁行を東西

に面し、軸方位を N-35°-Wに向ける。

柱穴覆土の観察がされていないため、柱痕・柱抜

取痕．柱掘形の充填等の状況は不明であるが、隅柱
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のPl・P4・P9およびP3 ・ PIOの底面には柱の

痕跡が認められる。

遺物は土師器甕 ・甑・杯片が出土しているが、い

ずれも微細な破片であり、図示し得ない。
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3．土壊

成願遺跡から発見された土城は18基で、多くは住

居跡の密集度の低いエリアに分布している。この分

布状況から、住居跡域と土城域が明確に分離されて

いると捉えることもできる。しかし、土城の配置に

は規格性や密集性を看取することができず、立地す

る地形の影響も認められない。また時期や用途・性

格も不明で、さらに掘込みが浅いものが多い。これ

らのことから、住居跡が密集しているエリアにも平

面的な遣構確認段階によって検出できなかった土壊

が存在していた可能性がきわめて高く、発見された

第111図土壊(1)

第 1号土讀
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B 17.40 B・ 

18基の土壊から集落全体における分布傾向を概観す

ることは難しい。

第1号土壊（第111図）

c-7グリッドに位置する。重複する第2号柵跡

•第 5 号溝跡および東側を掘込むピットとの新旧関

係は明確ではないが、第3号溝跡よりも古い。

平面形態は楕円形で、長径l.85mX短径1.35mと

推定される。確認面からの深さは0.18m、長軸方位

はN-76°-Wを測る。埋没状況は自然堆積と思わ

れ、暗灰黄褐色の覆土には灰色粘土が含まれている。

第 2号土壕
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底面は平坦で、壁の立ち上がりは緩やかである。

遣物は図示したほかに、土師器甕・坪片および混

入した弥生上器片が出上している。

第2号土蠣（第111図）．

A-6 ・ 7グリッドに位置し、北隅に新旧関係不

明のピットが重複している。

平面形態は隅丸長方形で、長軸長l.08mX短軸長

0. 62m、確認面からの深さ0.06m、長軸方位N-52°

-Wを測る。底面は平坦で、壁の立ち上がりは緩

やかである。

遺物は出土していない。

第3・ 4号土壊（第111図）

B--6グリッドに位置し、第3号土城と第4号土

城が並存している。重複するピットとの新旧関係は

明確ではない。

第3号土壊は、平面形態が隅丸長方形で、長軸長

l.04mX短軸長0.76m、確認面からの深さ0.08m、

長軸方位N-63°-Eを測る。

第4号土壊は、平面が長軸長1.16mX短軸長0.70

mの隅丸台形である。確認面からの深さ0.12m、長

軸方位N-71°-Eを測る。

2基の士壊とも、底面は平坦で、壁の立ち上がり

は緩やかである。

遺物は出土していない。

第5号土濃（第111図）

B-7グリッドに位置し、重複するピットとの新

旧関係は明確ではない。

平面は長径l.30mX短径0.88mの楕円形である。

確認面からの深さ0.06m、長軸方位N_13°-Wを

測る。底面は平坦であるが、壁の立ち上がりがきわ

めて緩やかな浅い土壊である。

遺物は出土していない。

第8号土壊（第112図）

c-5グリッドに位置し、重複するピットとの新

旧関係は明確ではない。また近接する第19号掘立柱

建物跡、第4号柵跡、第24号住居跡との関連は認め

られない。

平面は長径2.08mX短径0.76mの楕円形である。

確認面からの深さ0.30m、長軸方位N-7°-Wを

測る。埋没状況は自然堆積と思われる。底面は長軸

の北から南へ緩やかな傾斜をもち、壁の立ち上がり

は緩やかである。

遺物は出土していない。

第1号土壕（第112図）

C-4 ・ 5グリッドに位置する。重複する第16号

掘立柱建物跡との新旧関係は明確ではない。接近す

る第24号住居跡と軸を揃えるが、第7号土壊と第24

号住居跡との関係は不明である。

平面は長径2.16mX短径1.42mの不整楕円形であ

る。確認面からの深さ0.16m、長軸方位N-23°--

W を測る。埋没状況は自然堆積と思われる。底面

は中央部に向かう緩やかな窪みをもち、壁の立ち上

がりは緩やかである。

遺物は図示したほかに、土師器甕・杯片および混

入した弥生土器片が出土している。

第8号土攘（第112図）

G-7グリッドに位置し、重複する遺構はない。

平面は長径l.34mX短径1.06mの不整円形である。

確認面からの深さ0.56m、長軸方位N-30°-Eを

測る。底面は凹面で、最深部は北側に偏る。断面は

半弧を描いている。埋没状況は自然堆積と思われ、

下層には粘土が堆積している。

遺物は図示したほかに、土師器甕．杯片および混

入した弥生土器片が出土している。

第9号土壊（第112図）

D-6グリッドに位置し、重複する遺構はない。

近接する第7号掘立柱建物跡ー第 1号柵跡ー第2.

7号溝跡との関連は認められない。

平面は長径1.20mX短径1.02mの不整円形である。

確認面からの深さ0.10m、長軸方位N-33°-Wを

測る。底面は断面ではきわめて緩やかな弧を描き、

最深部は東に偏る。壁の立ち上がりはきわめて緩や

かである。

遺物は土師器甕．杯片が出土しているが、いずれ
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第112図土堀(2)
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第113図土壕(3)
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も微細な破片であり、図示し得ない。

第10号土壕（第112図）

D-4グリッドに位置し、重複する第25号住居跡

よりも古い。

平面は長軸長3.64mX短軸長2.10mの長方形であ

る。確認面からの深さ0.32m、長軸方位N-41°-E 

を測る。底面は平坦で、壁の立ち上がりは緩やかで

ある。埋没状況は自然堆積と思われる。

遺物は図示したほかに、土師器甕．杯片および混

入した弥生土器片が出士している。

第11号土壊（第112図）

c-1、D-1グリッドに位置し、重複する第48

号住居跡、第26号溝跡との新旧関係は明確ではない。

平面は東西長2.62mの方形である。確認面から

の深さ0.09m、北辺方位N-66°-Eを測る。底面

は平坦で、壁の立ち上がりは緩やかである。

遺物は図示したほかに、土師器甕片が出土してい

る。

第12号土攘（第113図）

E-4グリッドに位置する。重複する第14・ 64号

住居跡および2本のピットとの新旧関係は明確では

ない。

平面は長径l.29mX短径0.98mの円形である。確

認面からの深さ0.40m、長軸方位N-32°-Wを測

る。底面は中央部へ向かって窪む凹面状と推測され

る。壁の立ち上がりは直線的に外傾するが、北東側

は緩やかである。

遺物は士師器甕・杯片が出土しているが、いずれ

も微細な破片であり、図示し得ない。

第13号土堀（第113圏）

D-1グリッドに位置し、重複する遺構はない。

平面形態は長軸長0.84mX短軸長0.79mの隅丸方

形である。確認面からの深さ0.32m、長軸方位N-

90°-Eを測る。底面は中央に向かって緩やかに窪

む凹面状で、壁の立ち上がりは緩やかである。

遺物は出士していない。

第14号土凛（第113図）

A-4グリッドに位置する。重複する遺構はなく、

近接する第9号掘立柱建物跡、第21・ 22号溝跡との

関連も認められない。

平面は長径l.14mX短径1.08mの円形である。確

認面からの深さ1.12m、長軸方位N-90°-Wを測

る。掘込みの深いピット状の遺構であるが、周囲の

ピットとの平面規模の差は歴然としている。底面は

平坦で、壁は緩やかな丸味をもちながら外方へ立ち

上がっている。

遺物は出土していない。

第15号土壊（第113固）

A-4グリッドに位置し、西半が調査区外にある。

重複する遺構はない。

平面は長径1.08mの楕円形で、確認面からの深

さ0.28m、長軸方位N-10°-Eを測る。底面は平

坦であるが、中央付近が若千隆起している。壁の立

ち上がりは緩やかである。

遺物は出土していない。

第18号土壊（第113図）

D-5グリッドに位置し、重複するピットとの新

旧関係は明確ではない。近接する第 7号溝跡との関

連は認められない。

平面は長径0.86mX短径0.68mの楕円形である。

確認面からの深さO.llm、長軸方位N-79°-Wを

測る。底面は南側へ傾斜をもち、壁の立ち上がりは

緩やかである。

遺物は出土していない。

第17号土壊（第113図）

c-7グリッドに位置する。第 1号掘立柱建物跡

と重複する位置関係にあるが、関連は認められない。

平面は長径l.lOmX短径0.84mの不整楕円形であ

る。確認面からの深さ0.06m、長軸方位N-75°-E

を測る。底面は平坦であるが、壁の傾斜がきわめて

緩い。

遺物は出土していない。
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第114図土凛(4)
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第1号土凛

1 暗灰黄色土 マンカツ粒子

2 暗灰黄色土 灰色粘土

第6号土凛
1 暗灰黄色土 地山粒子微量

2 黒褐色土地山7‘0ック(¢lomm以下）

3 浅黄色土 地山7‘0ック多量

第7号土濃

1 黄灰色土 地山粒子微量

2 黄灰色土 地山7‘0ック多

第8号土凛
1 黄灰色土 地山7‘Dック マンカツ粒子多

2 黒褐色土粘土層

第10号土漿
1 暗オリ-7•褐色土 地山7‘Dック（¢100mm以下）多量

2 暗オリ-T褐色土 地山7‘Dヅク少量

第18号土凛
1 黒褐色土 地山7‘Dック（未溶化）多 灰色粘土多
2 暗褐色土 しまり強 地山7•Dック多 灰色粘土少

昌
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第115図土壊出土遺物
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第43表土塘出土遺物観察表（第115図）

番号 器種 口径 器尚 底径 胎士 焼成 色調 残存率 備考

1 甕 (4. 9) 5.0 ABCEI B 橙 5 SK 1 内面ナデ調整単位不明瞭

2 杯 (4.4) ABCI B 橙 60 SK7 

3 甑 (2.2) 5.4 CEHIJKL B 橙 5 SK8 

4 空ギ (5.3) 7.5 ABCI B 橙 5 SK8 弥生後期

5 杯 (17.6) (4.3) ABCI B 橙 5 SKlO 

6 杯 (16. 9) 5.0 ABCHIJK A 明赤褐 30 SKll 

第18号土壊（第114図）

D-2グリッドに位置し、重複する第53・ 59号住

居跡よりも新しい。

平面は長軸長l.64mX短軸長l.OOmの隅丸長方形

である。確認面からの深さ0.34m、長軸方位N-17°

-wを測る。底面は平坦で、壁の立ち上がりは緩

やかである。埋没状況は自然堆積と思われ、覆土に

は灰色粘土が含まれている。

遺物は出土していない。
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4 ■ 井戸跡

成願遺跡から発見された井戸跡は 5井で、いずれ

も調査区内において最も標高の高い調企区南西部に

分布している。しかし、自然堤防上という立地条件

は地下水位が高く、比較的容易に湧水点に達するこ

とから、居住地に近接した位置に井戸を掘削する方

が合理的で、 「水」を得る行為が分布に影響をおよ

ぼす必然性は認められない。ただし、発見された井

戸跡と直接リンクする建造物は確認されていない。

一方では、 「水」を容易に確保できる立地条件は井

戸の壁面崩落等を招き、耐久性が劣る。この影響は

発掘調査時にも地山崩落等の危険な状況を発生させ

第l16図井戸跡(1)

第 1・ 2号井戸跡

＼ 
$006 

に一

調査区外 a' 

一

る可能性が高まり、調在の安全を図るため、いずれ

の井戸跡も底面まで達せず、上部の形状を把握する

にとどめている。

井戸跡の周囲には、中世以降に掘削されたことが

想定される方位に沿った溝跡が多数走り、また第 1

号溝跡の縁に重複する第3号井戸跡・第4号井戸跡

はこれらの溝跡との関連を想起させる。これらの点

から、井戸跡は中世以降に掘削されたものと推定さ

れ、掘立柱建物跡が並立し、住居跡が密集する古墳

時代集落との関連性を積極的に見出す必要性は認め

られない。

汀疇二冒

量量
A "A9 A•B 17.“ B' 

゜
2m 
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第117図井戸跡(2)

第4号井戸跡第 3号井戸跡

.... ＼ ｀ | 疇
... I 
1疇鴫

／二`.A_-f（｛ ¥「フ' 8D01 

渭！疇瓢 → 
冒`

＼ m: | 

7 j SJ02 
・ヽ^— 17 40 -A‘ 

I ヽ
A .. 17 40 ーム'

鼻 鼻
第5号井戸跡

.<． ＼ と•l 

見――

B' -・ 

＼
 ．

 

S
.
u
v
 

B 17.40 一且'
篤5号井戸跡
1 暗灰黄色土 下底に炭化物堆積 地山7.nック少量

2 黄灰色土炭化物地山7.nック少量

3 黒色土炭化物粘土Tnック少量

4 黄灰色土粘土質

゜
2m 

第1 • 2号井戸跡（第116図）

A-5グリッドに位置する。重複する第27号溝跡

との新旧関係は明確ではないが、第6号溝跡よりも

新しい。

図示した第 1・ 2号井戸跡は、平面隅丸長方形の

1井の井戸跡のようであるが、本来は南北に並ぶ2

井の井戸跡である。発掘調査中に両井戸跡を画する

壁が崩落し、土層堆積状況の観察や平面形状の把握

を行うことができなかった。断面A-A'が第2号

井戸跡、断面B-B'が第 1号井戸跡の東西方向の
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断面にあたる。

遺構確認段階ではいずれも平面円形で、径約2.00

m前後であった。壁は直線的に外傾する。

いずれの井戸跡からも遺物は出士していない。

第3号井戸跡（第117図）

A-6グリッドに位置する。第 1号溝跡と重複す

るが、新旧関係は明確ではない。

平面形態は不整円形で、長径0.98m、短径0.92m、

長軸方位N-0°-Eを測る。壁は直線的に外傾す

る。

遺物は出土していない。

第4号井戸跡（第117図）

B-6グリッドに位置する。第 1号溝跡と重複す

るが、新旧関係は明確ではない。

平面形態は不整円形で、長径1.60m、短径1.40m、

長軸方位N-82°-Eを測る。壁は上部が大きく広

がり、断面は漏斗状を呈するものと思われる。

遺物は土師器甕片が出土しているが、微細な破片

であり、図示し得ない。

第5号井戸跡（第117図）

A-3、B-3グリッドに位置する。重複する第

5号掘立柱建物跡よりも新しい。

平面形態は不整円形で、長径2.85m、短径2.71m、

長軸方位N-9°-Wを測る。壁は上部が大きく外

反し、断面は漏斗状を呈している。

埋没状況は自然堆積を示し、分層された層間には

炭化物の藩層がみられる。

遺物は出土していない。

-145 -



5.溝跡

成願遺跡から発見された溝跡35条で、走向方位に

よって二分することが可能である。ひとつは立地す

る自然堤防の等高線に平行もしくは直交する溝跡で、

古墳時代住居跡の密集域や掘立柱建物跡を避けてい

る。もう 一方は方位に沿った溝跡で、住居跡・掘立

柱建物跡との重複が著しい。

等高線に平行もしくは直交する溝跡のなかで、第

2 ・ 7号溝跡は第7号掘立柱建物跡ー第 1号柵跡を

L字に囲う区画溝で、第2号溝跡から古墳時代後期

の土師器・須恵器が多量に出土している。第6号溝

跡と第14号溝跡は、出土した遺物や重複する他の遺

第118図溝跡(1)

第 10号溝跡 第 10号溝跡

A 17.00 A
 

B 11.00 B' 

曇 量ニ量

構との新旧関係から弥生時代後期から古墳時代初頭

に掘削された溝跡と推定され、南側の調査区外で直

交もしくはL字に屈曲する可能性がある。集落を

画していた機能が連想させられるが、弥生時代後期

から古墳時代前期にかかる時代的な集落様相を加味

すると、環濠の機能も想像できる。

方位に沿った溝跡は調査区西辺に集中する。なか

でも、平行する調査区北側の第10号溝跡と調査区南

側の第1号溝跡は調査区東側まで至り、これをひと

つのスパンとして区画する機能が想定される。

第 17号溝跡

D 17,40 D' 

冒

第25号溝跡

F 17.40 F• 

二冒疇

第 15・16・18・19・20号溝跡

C 17,40 C' 

SD20 S019 S018 S016 so 

第 21 ・ 2 2 ・ 2 3 ・ 2 4号溝跡

E 17.ヽ0 E. 

言://／ ー ｀／／／／｀’／/／/／｀／/／／／／／`／/／／／/｀笏／｀忽'二帽〗

゜
2m 

第119図溝跡(2)

第 26号溝跡

A 1'.10 A' 

雪ニ
第8号溝跡

C 1ヽ．" c・ 疇 I

第 8号溝跡

a 11.●o a・ 

量言冒
第8号溝跡

1 黒褐色土 焼土粒子少量 地山7.0ック微量

゜
2m 
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第120図溝跡(3)

第 12 ・ 1 3号溝跡 第 27号溝跡 第 28号溝跡 第 29号溝跡

A 17.40 ざ

S012 S013 

二
第 6号溝跡

C 17.40 c・ 

B 17.40 B. 

冒言ロ

D 17.40 o• ・ • 

言

F 17A0 F 

冒二言
第6号溝跡

E 17.40 E' 

第 30号溝跡 第 1号溝跡 第 1号溝跡

G 17,90 • G' 

冒

H 1~7. 40 H' I 17.40 

第 1号溝跡

J 17.20 ー：

冒言

第6号溝跡

K 17.40 K' 

第 1号溝跡

1 黄灰色土 地山粒子少量 マンカツ粒子多量

2 黄灰色土 焼土粒子 炭化物粒子 地山Tnック・粒子多量

3 黄灰色土焼土粒子多量炭化物粒子地山7渭ック

マンカツ粒子

4 黄灰色土 マンカツ多量

5 浅黄色土 地山Tnック多量

第3号溝跡

1 暗灰黄色土 地山7'nック少量

2 黄灰色土焼土粒子少量炭化物地山TOック
第6号溝跡

1 tぶい黄色土 マンカツ粒子多量
2 暗灰黄色土 マンカツ粒子
3 黄灰色土粘土層

4 黄灰色土粘土層

5 黄灰色土粘土層
6 黄褐色土地山7さ0ック

第 5号溝跡 第 5号溝跡

L 1 7. 40 _....!-: M "A0 M' 

二 冒

第 31号溝跡 第 3号溝跡

N 11AO N‘ ．．  0 17.40 O' 

二
゜

2m 
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第121図溝跡(4)

第 1号溝跡 第 1号溝跡 第 32号溝跡

A 17.20 

—^’ 
B 17.00 

疇/／//／//／/／/／／／／／／／/／＼'“

第 33号溝跡 第 3号溝跡 第 9号溝跡 第 34号溝跡

D 11.00 ユ' E 17.●〇 e・ F 17.00 F・ 

~: 
SJ06 

三
0 1?．oo G• 

曇 麟 冒冒冒冒 璽冒冒

c,ヽ．ヽo ・c・ 

冒

第4号溝跡

H 17.a. H• 

疇冒

第 9・ 3 4号溝跡 第 9号溝跡 第 11号溝跡

1 1 1. 00 J 17.00 ―4 M_1__!_・OO M 

三 冒疇
第 35号溝跡

K 17.00 K. 

第 4号溝跡

L 17.00 
ー J:.

冒疇 冒
゜

2m 

第4号溝跡
1 黄灰色土 地山7'Dック少量

第122図溝跡(5)

第 14号溝跡

A 1 9 ・ 90 k
 

｀
 

第9.35号溝跡

1 黄灰色土地山730ック

2 黄褐色土 地山7‘nック多

3 ゆ I黄色土 地山7.0ック多量

4 tぶし1黄色土 地山7.nック多

第 14号溝跡

B 11.ヽ0 e・ 

第11号溝跡

l 黄灰色土 粘土層 マンカツ7 • aック多量

2 黒褐色土粘土層灰色粘土

第14号溝跡

1 黒褐色土炭化物少量黒色土TUック

2黄灰色土黒褐色土炭化物少量地山7や0ック

3 t切黄色土 地山7・［ック多
4 灰黄色土 地山TOック

゜
2m 

第10号溝跡 （第118・ 5図）

A-1 ・ 2、B-l、C-1グリッドに位置する。

重複する第37・ 57号住居跡よりも新しい。

東西方位に沿った溝跡で、断面は逆台形を呈する。

検出長は約25mで、最大幅1.34m、最小幅0.58m、

走向方位N-82°-Eを測る。底面標高は西端付近

が16.53m、中央付近が16.46m、東端付近が16.36m

であり、底面は西から東へ下り傾斜する。

遺物は図示したほかに、土師器甕・甑 ・杯片と弥

生土器片が出土している。

第15号溝跡（第118 ,• 5図）

A-2グリッドに位置する。西側は調査区外に至

り、東側は新旧関係が明確ではない第29号住居跡と

重複する。

東西方位に平行し、第16・ 17 ・ 18 ・ 19 ・ 20号溝跡

と関連する溝跡と推定される。断面は U字形を呈
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第123図 第4号溝跡遺物出土状況

l
，

一

o
¥
 

B 11.10 B' ． ．  

冒詈冒
゜

A 19.80 A' 

冒

2m 

する。検出長は約4.lmで、最大幅0.44m、最小幅

0.25m、走向方位N-105°-Wを測る。底面標高は

西端付近が16.86m、中央付近が16.91m、東端の第

29号住居跡と重複する付近が16.96mであり、底面

は東から西へ下り傾斜する。

遺物は出土していない。

第18号溝跡（第118・ 5図）

A-2グリッドに位置し、西側は調査区外に至る。

東端に重複する第17号溝跡と同一の溝跡である可能

性がある。

東西方位に平行し、第15・ 17 ・ 18 ・ 19 ・ 20号溝跡

と関連する溝跡と推定される。断面はU字形を呈

する。検出長は約2.9mで、最大幅0.65m、最小幅

0.61m、走向方位N-92°-Wを測る。底面標高は

西端付近が16.95m、中央付近が16.96m、東端付近

が17.OOmであり、底面は東から西へ若干の下り傾

斜をもつ。

遺物は出士していない。

第18号溝跡（第118・ 5図）

A-3グリッドに位置する。西側は調査区外に至

り、重複する遺構はない。

東西方位に平行し、第15・ 16 ・ 17 • 19 ・ 20号溝跡

と関連する溝跡と推定される。断面は逆台形を呈す

る。検出長は約4mで、最大幅0.60m、最小幅0.42

m、走向方位N-90°-Wを測る。底面標高は西端

付近が17.04m、中央付近が17.03m、東端付近が17.

05mであり、底面はほぼ水平を保っている。

遺物は出土していない。

第19号溝跡（第118・ 5図）

A-3グリッドに位置する。西側は調査区外に至

り、東側は試掘調査のためのトレンチによって削平

されている。第3号掘立柱建物跡と重複するが、新

旧関係は明確ではない。

東西方位に平行し、第15・ 16 ・ 17 ・ 18 ・ 20号溝跡

と関連する溝跡と推定される。断面は逆台形を呈す

る。検出長は約4.Smで、最大幅0.52m、最小幅0.40 

m、走向方位N-92°'---Wを測る。底面標高は西端

の第3号掘立柱建物跡と重複する付近が16.91m、

中央付近も16.91m、東端付近が16.92mであり、底

面はほぼ水平を保っている。

遺物は出土していない。

第20号溝跡（第118・ 5図）

A-3グリッドに位置し、西側は調査区外に至る。

第3号掘立柱建物跡と重複するが、新旧関係は明確

ではない。

東西方位に平行し、第15・ 16 ・ 17 ・ 18 ・ 19号溝跡

と関連する溝跡と推定される。断面は逆台形を呈す

る。検出長は約3.Smで、最大幅0.60m、最小幅0.4

6m、走向方位N-82°-Wを測る。底面標高は西

端付近が17.02m、中央付近が17.05m、東端付近が

17.04mであり、底面は東から西へ若干の下り傾斜

をもつ。

遺物は出土していない。

第17号溝跡（第118・ 5図）

A-2グリッドに位置する。西端は同一溝跡の可

能性がある第16号溝跡と重複し、東側は試掘調査の

ためのトレンチによって削平されている。

東西方位に平行し、断面は逆台形を呈する。第15

・ 16 ; 18 ・ 19 ・ 20号溝跡と関連する溝跡と推定され、

検出長は約2.lmで、最大幅0.34m、最小幅0.25m、
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走向方位N-80°-Eを測る。底面標高は第16号溝

跡と重複する西端付近が17.02m、中央付近が17.00

m、東端付近が16.97mであり、底面は西から東へ

若干の傾斜をもつ。

遺物は出土していない。

第124図溝跡出土遺物

第21号溝跡 （第118・ 5図）

A-3 ・ 4グリッドに位置し、西側は調査区外に

至る。第9号掘立柱建物跡と重複するが、新旧関係

は明確ではない。

東西方位に平行し、 また第16・ 17 ・ 18 ・ 19 ・ 20号

第1号溝跡 饒4号溝跡----—ー，、ミニ ーー 一 一

こ2 こご 戸 ー ヘ三—ー一三［
饒3号溝瞼

＼三三~rこ
第6号溝跡

¥12 胃 14
10 

913 
Ill<重

第14号溝跡

-a20 でも、21 第10号溝跡

16 ＼三詈圭更甕

` 18 
泣， I匹

22 

＂四
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溝跡と同様に、第22・ 23 ・ 24号溝跡と関連する溝跡

と推定される。断面は逆台形を呈する。検出長は約

4.8mで、最大幅0.50m、最小幅0.36m、走向方位

N-89°-Wを測る。底面標高は西端付近が17.06m、

中央付近が17.llm、東端付近が17.12mであり、底

面は東から西へ下り傾斜する。

遺物は出土していない。

第22号溝跡（第118・ 5図）

A-4グリッドに位置し、西側は調査区外に至る。

第9号掘立柱建物跡と重複するが、新旧関係は明確

ではない。

東西方位に平行し、また第16・ 17 ・ 18 ・ 19 ・ 20号

溝跡と同様に、第21・ 23 ・ 24号溝跡と関連する溝跡

と推定される。断面は逆台形を呈する。検出長は約

5mで、最大幅0.39m、最小幅0.24m、走向方位 N

-96°-wを測る。底面標高は西端付近が17.04m、

中央付近が17.02m、東端付近が17.07mであり、底

面は東から西へ下り傾斜する傾向がある。

遺物は出土していない。

第23号溝跡 （第118・ 5図）

A-4グリ ッドに位置する。西側は調査区外に至

り、重複する遺構はない。

東西方位に平行し、また第16・ 17 ・ 18 ・ 19 ・ 20号

溝跡と同様に、第21・ 22 ・ 24号溝跡と関連する溝跡

第44表溝跡出土遺物観察表（第124図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 甑 (24.4) (7.3) ACEHL B にぶい橙

2 小型甕 (2.3) 6.1 ABCHIL B 橙

3 小型甕 (2.6) 6. 6 AHKL B 橙

4 杯 (15.0) (3. 7) ABCI B 橙

5 杯 14.2 4.2 ABCI B 橙

6 杯 14.7 3.7 ABCI A 橙

7 杯 15.0 3.8 ABCI B 橙

8 甑 (19.6) (5. 5) ABCI B 明赤褐， 甕 (30.0) (5. 5) ABCJ A 灰

10 壺 (8.0) 6.4 ABC B 浅黄橙

14 小型壺 (9.8) (6.4) ABGHJ B 灰

15 小型甕 (13.8) 6.6 ABCI B 明赤褐

16 甕 (14.0) (5.1) ABCI B 淡黄

17 空・ギ (5.0) (6.3) ABCI B にぶい橙

18 空． (4.2) 8.6 ABCI B にぶい赤褐

19 空＝士＝• (2.8) 7.4 ABCI B にぶい橙

23 灰釉椀 (16.0) (3.0) AJ A 灰白

と推定される。断面は逆台形を呈する。検出長は約

5mで、最大幅0.37m、最小幅0.28m、走向方位N

-94° -Wを測る。底面標高は西端付近が17.04m、

中央付近が17.03m、東端付近が17.07mであり、底

面は東から西へ下り傾斜する。

遺物は出土していない。

第24号溝跡（第118・ 5図）

A-4グリッドに位置する。西側は調査区外に至

り、重複する遺構はない。

東西方位に平行し、また第16・ 17 ・ 18 ・ 19 ・ 20号

溝跡と同様に、第21・ 22 ・ 23号溝跡と関連する溝跡

と推定される。断面は U字形を呈する。検出長は

約5.lmで、最大幅0.46m、最小幅0.30m、走向方

位N-94°-Wを測る。底面標高は西端付近が17.0

6m、中央付近が17.08m、東端付近が17.12mであ

り、底面は東から西へ下り傾斜する。

遺物は出土していない。

第25号溝跡（第118・ 5 ・ 7図）

A-4. 5、B-4 ・ 5グリッドに位置する。第

8号掘立柱建物跡と重複するが、新旧関係は明確で

はない。

南北方位と平行する溝跡で、第21・ 22 ・ 23 ・ 24号

溝跡と関連する可能性も想定される。断面は U字

形を呈する。検出長は約12mで、最大幅0.60m、最

残存率 備考

10 SD 1 

5 SD 1 

5 SD 1 
20 SD3 

95 SD4 No 1 

100 SD4 No 2 内面・ロ縁部外面赤彩

95 S04 No3 

5 SD4 

5 SD4 内面 ・ロ唇部外面に自然釉付着

5 S06 

5 SD6 口縁部内面に黒色煤状の付着物

30 SD6 

5 SD14 

5 S014 

5 SD14 

5 S014 内面風化

5 SDlO 
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小幅0.24m、走向方位N-9° -Eを測る。底面標

高は北端付近が16.96m、中央付近が17.08m、南端

付近が17.14mであり、底面は南から北へ下り傾斜

する。

遺物は出土していない。

第26号溝跡（第119・ 6図）

D-lグリッドに位置する。重複する第48号住居

跡、第11号土墟との新旧関係は明確ではない。

等高線に直交する溝跡で、断面は逆台形を呈する。

検出長は約2.9mで、最大幅0.46m、最小幅0.34m、

走向方位N-50°-Eを測る。底面標高は第48号住

居跡と重複する西端付近が16.25m、中央付近が16.

22m、東端付近が16.20mであり、底面は西から東

へ下り傾斜する。

遺物は出土していない。

第8号溝跡（第119・ 6図）

D-2、E-2グリッドに位置する。重複する第

16 ・ 52 ・ 53 ・ 59号住居跡よりも新しい。

東西方位に沿って走る溝跡で、断面は逆台形を呈

する。検出長は約15mで、最大幅0.46m、最小幅0.

20m、走向方位N-100°-Wを測る。底面標高は西

端が16.lOm、中央が16.20m、東端が16.18mであ

り、底面は東から西へ下り傾斜する。

埋没状況は自然堆積と思われ、黒褐色の覆土に少

量の焼土粒子が含まれている。

遺物は土師器甕・鉢・杯片が出土しているが、い

ずれも微細な破片であり、図示し得ない。

第12号溝跡（第120・ 5 ・ 7図）

B-4. 5グリッドに位置する。第15号掘立柱建

物跡、第13号溝跡と重複するが、新1日関係は明確で

はない。

南北方位に沿った溝跡で、断面は逆台形を呈する。

検出長は約9mで、最大幅0.40m、最小幅0.20m、

走向方位N-8°-Eを測る。底面標高は北端付近

が17.07m、中央付近が17.05m、南端付近が17.16m

であり、底面は南から北へ下り傾斜する傾向にある。

遺物は土師器杯片が出土しているが、微細な破片

であり、図示し得ない。

第13号溝跡（第120・ 5 ・ 7図）

B-4 ・ 5、C-5グリッドに位置する。第15号

掘立柱建物跡ー第3号柵跡、第16号掘立柱建物跡、

第12号溝跡と重複するが、新旧関係は明確ではない。

等高線に平行する溝跡で、断面は逆台形を呈する。

検出長は約6.5mで、最大幅0.47m、最小幅0.28m、

走向方位N-144°-Eを測る。底面標高は北端の第

12号溝跡と交差する付近が17.07m、中央付近が17.

06m、南端付近が17.02mであり、底面は北から南

ヘごく緩やかに下り傾斜する。

遺物は土師器甕．杯片が出土しているが、いずれ

も微細な破片であり、図示し得ない。

第27号溝跡（第120・ 7図）

A-5グリッドに位置する。第1・ 2号井戸跡、

第29号溝跡と重複するが、新旧関係は明確ではない。

東西方位に平行する溝跡で、第28号溝跡もしくは

第21・ 22 ・ 23 ・ 24号溝跡と関連する可能性も想定さ

れる。断面は逆台形を呈する。検出長は約2.5mで、

最大幅0.32m、最小幅0.28m、走向方位N-98°-W  

を測る。底面標高は第1・ 2号井戸跡と重複する西

端付近が17.12m、中央付近が17.13m、第29号溝跡

と重複する東端付近が17.15mであり、底面は東か

ら西へ緩やかに下り傾斜する。

遺物は出土していない。

第6号溝跡（第120・ 7図）

A-5 ・ 6 、 B-5•6·7 グリッドに位置する。

重複する第5・28・30号溝跡との新旧関係は明確で

はないが、第 1・ 2号住居跡、第20・ 21号掘立柱建

物跡、第 1・ 2号井戸跡、第 1号溝跡よりも古い。

調査区南西隅を等高線に沿って走る溝跡で、第14

号溝跡と南側調査区外で交差もしくは L字に屈曲

する可能性がある。断面は薬研形もしくは V字形

を呈する。検出長は約29.5mで、最大幅2.52m、最

小幅1.70m、走向方位N-149°-Eを測る。底面標

高はA-5グリッドの第 1・ 2号井戸跡北側が16.7

4m、第 1号住居跡北側が16.54m、B-6グリッド
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の第2号住居跡北側が16.OOmであり、底面は北か

ら南へ下り傾斜する。

埋没状況は自然堆積と思われ、東壁の崩落後、粘

土層が堆積し、その後、地山土を多く含む土壌が流

れ込んでいる様子を看取できる。

遣物は図示したほかに、細片や風化の著しい弥生

土器片および混入した土師器甕．甑・高杯・椀．杯

片が出土している。

第28号溝跡（第120・ 7図）

A-5グリッドに位置する。第6号溝跡と重複す

るが、新旧関係は明確ではない。

東西方位に平行する溝跡で、第27号溝跡もしくは

第21・ 22 ・ 23 ・ 24号溝跡と関連する可能性も想定さ

れる。断面は逆台形を呈する。検出長は約3mで、

最大幅0.28m、最小幅0.15m、走向方位N-103°-

W を測る。底面標高は東端付近が17.16m、中央付

近が17.17m、第6号溝跡と重複する東端付近が17.

20mであり、底面は東から西へ下り傾斜する。

遺物は出士していない。

第29号溝跡（第120・ 7図）

A-4. 5、B-5グリッドに位置する。第17号

掘立柱建物跡、第27・ 30号溝跡と重複するが、新旧

関係は明確ではない。

下弦の弧を描く溝跡で、断面は逆台形を呈する。

検出長は約15.5mで、最大幅0.53m、最小幅0.38m、

走向方位は南半がN-75°-W、北半がN-14°-W

を測る。底面標高は北端付近が17.lOm、Bグリッ

ドラインと交差する中央付近が17.lOm、東端付近

が17.18mであり、底面は南から北へ下り傾斜する。

遺物は出土していない。

第30号溝跡（第120・ 7圏）

B-5 ・ 6グリッドに位置する。第6・ 29号溝跡

と重複するが、新旧関係は明確ではない。

等高線に直交する溝跡で、断面は逆台形を呈する。

検出長は約4.9mで、最大幅0.24m、最小幅0.18m、

走向方位N-134°-Wを測る。底面標高は第6号

溝跡と重複する西端付近が17.17m、中央付近が17.

21m、第29号溝跡と重複する東端付近が17.20mで

あり、底面は東から西へ若干の下り傾斜をもつ。

遺物は出土していない。

第1号溝跡（第120・ 121 ・ 7 ・ 8図）

A-6、B-6、C-6、D-6、E-6、F-6グ

リッドに位置する。重複する第62号住居跡、第3.

4号井戸跡、第32・ 33号溝跡との新旧関係は明確で

はないが、第3・ 4 ・ 5 ・ 6号住居跡、第7号掘立

柱建物跡ー第 1号柵跡ー第2・ 7号溝跡、第20・ 21 

号掘立柱建物跡、第6・ 9号溝跡よりも新しい。

本来は平行する 3条以上の溝跡で、 D-6グリッ

ドで合流し、これ以東は 1条の溝跡となっている。

覆土の堆積状況から、覆土第 1・ 2層が堆積する一

番北側を流れる溝跡が最も新しく、継いで覆土第3

. 4層が堆積する溝跡、覆土第5層が堆積する溝跡

が最も古い。この状況から、同箇所に繰り返し溝を

掘削した様子を看取できる。個々の溝跡の断面は逆

台形を呈する。検出長は約53m、最大幅3.94m、最

小幅1.24m、走向方位 N~83°-Eを測る。

底面の標高はA-6グリッドが16.90m、E-6グ

リッドが16.51mであり、底面は西から東へ下り傾

斜する。

遺物は図示したほかに、土師器甕．甑・高杯・椀

．杯および弥生土器の微細な破片が出土している。

第5号溝跡（第120・ 7図）

B-6 ・ 7、c-6 ・ 7グリッドに位置する。重

複する第21号掘立柱建物跡、第 1号土壊、第6• 31 

号溝跡との新旧関係は明確ではないが、第2号住居

跡よりも古い。

B-6グリッドと C-6グリッドの境付近でL字

に屈曲する溝跡で、断面は逆台形を呈する。検出長

は約12m、最大幅0.50m、最小幅0.26m、走向方位

はB-7 ~B-6グリッドがN-38°-E、C-6~C

-7グリッドがN-127°-Eを測る。底面標高はB

-6グリッドが17.07m、屈曲する C-6グリッド

が17.08m、C-7グリッドが17.12mであり、底面

は南～北～東へ下り傾斜する。
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遺物は土師器甕．杯片が出土しているが、いずれ

も微細な破片であり、図示し得ない。

第31号溝跡（第120・ 7図）

C-7グリッドに位置する。第5号溝跡と重複す

るが、新旧関係は明確ではない。

等高線に直交する溝跡で、断面は逆台形を呈する。

検出長は約1.4mで、最大幅0.18m、最小幅0.14m、

走向方位N-58°-Eを測る。底面標翡は西端付近

が17.14m、第5号溝跡と重複する東端付近も17.14

mであり、底面は水平を保っている。

遺物は出土していない。

第3号溝跡（第120・ 121 ・ 7 ・ 8図）

C-6 ・ 7、D-6グリッドに位置する。重複す

る第5号住居跡、第 1号掘立柱建物跡ー第2号柵跡、

第1号溝跡との新旧関係は明確ではないが、第 1号

土城よりも新しい。

C-6グリッドと c-7グリッドの境付近でL字

に屈曲する溝跡で、断面は逆台形を呈する。検出長

は約16mで、最大幅0.50m、最小幅0.34m、走向方

位は C-6 ~C-7グリッドがN-52°-W、c-7 

~D-6グリッドがN-75°-Eを測る。底面標高

はC-6グリッドが16.95m、屈曲するコーナー付

近が17.OOm、D-6グリッドが16.73mであり、底

面は屈曲部付近が最も高く、北・東へ下り傾斜する。

埋没状況は自然堆積と思われ、灰黄褐色土を基本

とする覆土には少量の焼土粒子・炭化物が含まれて

いる。

遺物は圏示したほかに、土師器甕・甑．杯片およ

び弥生土器片が出土している。

第32号溝跡（第121・ 8図）

E-6、F-6グリッドに位置する。第61・ 62号

住居跡、第 1号溝跡と重複するが、新1日関係は明確

ではない。

下弦の弧を描く溝跡で、断面は逆台形を呈する。

検出長は約7.5mで、最大幅0.18m、最小幅0.13m、

走向方位は東半がN-99°-W、西半がN-29°-W 

を測る。底面標高は第62号住居跡と重複する西端付

近が16.24m、Fグリッドラインと交差する中央付

近も16.24m、第 1号溝跡と重複する東端付近が16.

22mであり、底面はほぼ水平である。

遺物は出土していない。

第33号溝跡（第121・ 8図）

D-6グリッドに位置する。第5号住居跡、第7

号掘立柱建物跡、第1号溝跡と重複するが、新旧関

係は明確ではない。

等高線と平行する溝跡で、断面は逆台形を呈する。

検出長は約1.8mで、最大幅0.38m、最小幅0.34m、

走向方位N-58°-Wを測る。底面標高は北西端付

近が16.58m、中央付近が16.58m、第5号住居跡と

重複する南東端付近が16.69mであり、底面は南東

から北西に下り傾斜する。

遺物は出土していない。

第9号溝跡（第121・ 8図）

E-6、F-6グリッドに位置する。重複する第

4 ・ 34号溝跡との新旧関係は明確ではないが、第 1

号溝跡よりも古い。

ごく緩やかな下弦の弧を描く溝跡で、断面は逆台

形を呈する。検出長は約8mで、最大幅1.06m、最

小幅0.24m、走向方位は南半がN-66°-W、北半

がN-33°-Wを測る。底面標高は北端の第 1号溝

跡と重複する付近が16.59m、第35号溝跡と交差す

る北側が16.63m、南端が16.62mであり、底面は南

から北へ下り傾斜する。

遺物は土師器杯片が出土しているが、いずれも微

細な破片であり、図示し得ない。

第34号溝跡（第121・ 8図）

F-6 ・ 7グリッドに位置する。第 9・ 11号溝跡

と重複するが、新旧関係は明確ではない。

等高線に沿って上弦の方向に L字に屈曲する溝

跡で、断面は逆台形を呈する。検出長は約7.7mで、

最大幅0.96m、最小幅0.62m、走向方位は南半がN

-145°-E、北半がN-35°-Eを測る。底面標高は

第11号溝跡と重複する南端付近が16.57m、第9号

溝跡と重複する北側の中央付近が16.61m、第 1号
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溝跡と重複する北東端付近が16.41mであり、底面

は屈曲部付近を頂点に両サイドヘ下り傾斜し、なか

でも北東方向への度合いは著しい。

遣物は出土していない。

第4号溝跡（第121・ 123 ・ 8図）

E-6 ・ 7、F-6グリッドに位置する。重複す

る第9・ 35号溝跡との新旧関係は明確ではない。

E-7グリッドでクランク状に屈曲する溝跡で、

断面は逆台形を呈する。検出長は約16mで、最大

幅0.56m、最小幅0.20m、走向方位N-135°-Wを

測る。底面標高は F-6グリッドが16.44m、E-6 

グリッド、 E-7グリッド境の屈曲部が16.60m、E

-7グリッドが16.64mで、底面は北から南へ下り

傾斜する。

遣物は、溝底付近からほぼ完形の土師器模倣杯3

点が出土している。いずれも人為的に置かれた状態

で、特に北側では 2個体の杯が重ねられていた。図

示したほかに、土帥器甕・杯片および弥生土器片が

出土している。

第35号溝跡（第121・ 8図）

E-6 ・ 7グリッドに位置する。第4号溝跡と重

複するが、新旧関係は明確ではない。

等高線と平行する溝跡で、断面は逆台形を呈する。

検出長は約2.3mで、最大幅0.18m、最小幅0.14m、

走向方位N-33° -Wを測る。底面標高は北端付近

が16.61m、中央付近が16.59m、第4号溝跡と重複

する南端付近は16.63mであり、底面は南から北へ

若十の下り傾斜をもつ。

遺物は出土していない。

第11号溝跡（第121・ 8 ・ 9図）

E-7、F-6 ・ 7、G-6 ・ 7グリッドに位置す

る。重複する第34号溝跡との新1日関係は明確ではな

いが、第19・ 21 ・ 23号住居跡よりも新しい。

等高線に沿って直交する溝跡である。東側の平面

プランが不明瞭なため、 トレンチ調査によって断面

形状の把握に留められた。断面は扁平な薬研状で、

底面は U字形を呈する。検出長は約20~24mで、

最大幅4.74m、最小幅3.34m、走向方位N-54° -E 

を測る。

埋没状況は自然堆精で、覆士には粘士が堆積して

いた。

遺物は土師器杯片が出土しているが、微細な破片

であり、圏示し得ない。

第14号溝跡（第122・ 9図）

G-6 ・ 7グリッドに位置する。重複する第21号

住居跡よりも古い。

調査区最南東端の等高線に直交する溝跡で、第 6

号溝跡と南側調査区外で交差もしくは L字に屈曲

する可能性がある。断面は U字もしくは V字形を

呈する。検出長は約llmで、最大幅1.51m、最小幅

1.04m、走向方位N-46°-Eを測る c 底面標高は

北東端付近が15.42m、中央付近が15.53m、南東端

付近が15.85mであり、底面は南から北へ Fり傾斜

する。

埋没状況は自然堆積で、南東壁側から堆積してい

った状況が窺われる。

遣物は図示したほかに、細片や風化の著しい弥生

土器片および土師器甕．杯片が出土している。
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6. その他の遺物

ピット出土遺物 （第125図）

ピットは調査区全域にわたって多数検出され、住

居跡に伴うピットとして想定したなかにも多数含ま

れている可能性がある。

これらのピットの大多数は、用途・性格が不明で、

時期を確証し得る遺物も出土していない。覆土の土

層観察がなされていないものが多く確実ではないが、

柱痕や柱抜取痕を残す柱穴も含まれているものと思

われる。これらの柱穴の配置の規則性や組み合わせ

を把握するには至っていないが、掘立柱建物跡や住

居跡が残存している可能性が高い。また、中世以降

に掘削されたことが推定される溝跡や井戸跡の存在

から、中世以降の建物跡の存在も想定される。この

ように、多数のピットの存在は、認定できなかった

建造物の存在を予想させる。

第125図 ピット出土遺物

図示した遺物は残存率の高い遺物で、細片のため

図化できない遺物が多数出土している。

遺構内混入遺物 （第126・ 127 ・ 128図）

発掘された遺構の覆土のなかに、その遺構の存続

時期に合致しない遺物が混入している例が多数確認

された。ここでは、それらの遺物を遺構内混入遺物

として扱う 。

遺構内混入遺物の多くは、古墳時代後期の住居跡

覆土中に含まれた弥生時代後期の遺物が大半を占め

ている。これは弥生時代後期から古墳時代前期の集

落跡であった地に、古墳時代後期に再び集落を展開

している成願遺跡の経緯から、至極当然の結果とい

える。

遺構内混入遺物の多くは、細片であったり、風化

が著しく図化し得ないものである。図示した遺物の

B-3Gr Pit3 D-4Gr Pit 1 D-4Gr Pit3 E-3Gr Pit4 

ロ戸＼

｀三

-＝？ 

C-3Gr Pit4 7
 
IO 

第45表 ピット出土遺物観察表 （第125図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備考

1 皿 (12.8) (1. 7) CGHI A 黒褐 5 B-3Gr P3 

2 杯 (14.8) (4. 9) ABCI B 橙 20 C-3Gr P4 

3 杯 (12.8) (3.4) ABCI B 褐灰 10 D-4Gr Pl 

4 杯 15.0 3.6 ABC B 灰褐 80 E-3 Gr P 1 

5 小型甕 (4.2) 6.0 ABCEI B にぶい褐 5 D-4Gr P3 内面ナデ調整単位不明瞭

6 壺 (17.8) (7.2) ABCI C にぶい橙 5 E-3Gr P4 RL単節

第46表遺構内混入遺物観察表 （第126図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備考

13 空- (3.4) 7. 6 ABC B 灰褐 5 SJ44 

］ 
空•ギ (3.8) 6.6 ABC B にぶい橙 5 SJ45 
空.- (2.3) 5.8 ABCI B にぶい橙 5 SJ48 

壺 (3.1) 8.4 ABCI B にぶい橙 5 SJ48 

30 空． (5. 2) 7.0 ABCI B にぶい橙 5 SJ54 ・ 5~ P 1 

32 深鉢 (5. 2) 11. 4 ABCHKL B 橙 5 SDOl 

33 深鉢 (6. 7) (13.0) ABC B 浅黄橙 5 SD07 
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第126図遺構内混入遺物(1)

第1号住居跡 第2号住居跡
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Ì 
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第127図 遺構内混入遺物(2)

第25号住居跡

口

第50・ 51 ・ 52住居跡

冒［言
乙”

ぉ

口 IOca 

多くは弥生時代後期の縄文施文を特徴とする「吉ヶ

谷」式の土器片で、第10号住居跡6、第44・ 49 ・ 56 

号住居跡20、第49号住居跡21などの櫛描文系土器片

も含まれている。 また底部付近の破片にはハケ調整

が認められる。

第1号溝跡32、第7号溝跡33は縄文時代後期の深

鉢で、

ない。

ミガキ ・ナデが施され、文様は施文されてい

36は第25号住居跡Plから出土した大型の打製石

斧で、石材は砂岩である。数力所に欠損部分が認め

られ、長さ18.90cm、幅10.35cm、厚さ4.90cm、重さ

925.73gが残存する。，

37は第50・ 51 ・ 52号住居跡から出土した打製石斧

で、石材はホルンフェルスである。刃部に欠損が認

められ、現存長9.95cm、幅5.85cm、厚さ2.00cm、重

さ115.80gを測る。風化が著しいため、調整は不明

瞭である。

38は第28号住居跡から出土した石皿で、石材は砂

岩である。残存長16.40cm、残存幅11.60cm、厚さ3.

00~3. 60cm、残存重1166.24gを測る。

39は第28号住居跡から出土した磨石で、石材は珪

質岩である。縦9.00cm、横7.40cm、厚さ5.50cm、重

さ530.95gを測る。、全体的に被熱による赤色化が認

・められる。

40は第34号住居跡から出土した石皿で、石材は砂

岩である。長さ19.80cm、幅14.20cm、厚さ3.55~3.

70cm、重さ1919.62gを測る。

41は第35号住居跡から出土した磨石で、石材は砂

岩である。縦7.10cm、横6.85cm、厚さ5.80cm、重さ

391. 96gを測る。

42は第38号住居跡から出土した石皿で、石材は砂

岩である。長さ15.50cm、幅11.80cm、厚さ3.00~4.

30cm、重さ1213.28gを測る。

これらの図示した石器は縄文時代のものであるが、

出土した各住居跡で二次的に活用されていた可能性

もある。
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第128図遺構内混入遺物(3)
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グリッド・表採遺物 （第129図）

帰属する遺構が不明な遺物をグリ ッド一括遺物と

して扱った。当該グリッドに位置する遺構の遺物と

の接合を試みたが、特定遺構の判明には至らなかっ

第129図 グリッド ・表採遺物

たものが多い。多量の土器片が出土しているが、微

細な破片のため、図示し得ないものが多い。また図

示し得た遺物には住居跡が密集しないグリ ッドの遺

物がみられ、竪穴を検出できなかった住居跡や柱穴

B-2Gr B-7Gr D-5Gr 

胃 ご

／二二〉

5 ca 

10m 

D-2Gr 

D-5Gr E-4Gr 

りロ
｀
三
〗

、三ー＿
D-5・E-5Gr 

ミ
賣
D-6Gr 

表採

て＝二三一

5ロ IOc:a 

第47表 グリッド・表採遺物観察表 （第129図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備考

1 脚付椀 (5.4) 4.0 ABCI B 橙 50 B-2Gr 

4 杯 (11. 6) 4.3 ABCI B 橙 40 B-7Gr 内面 ・ロ縁部外面赤彩

8 杯 (16.8) (4.3) ABCI A 橙 20 D-5Gr 内面・ ロ縁部外面赤彩， 杯 (11.9) (5.3) ABCI B 橙 35 D-5 ・ E-5Gr 

10 杯 (13.8) (4.3) ABCI B 橙 20 D-5 ・ E-5Gr 

11 椀 (11.5) (4.6) 6.3 ABCI B 橙 30 D-6Gr 

12 杯 (15. 9) (3.1) ABCI B 橙 5 D-6Gr 内面 ・口縁部外面赤彩不明瞭

13 杯 (15.6) (4.1) ABCH B にぶい赤褐 30 表採

-160 -



の組み合わせが把握できなかった掘立柱建物跡の存

在を窺わせる。

2はB-2グリッドから出土した紡錘車で、土師

器甕の底部片を再利用した転用品である。推定径4.

0 en]、推定孔径1.2cm、残存重量は44.79gを測る。

5はD-2グリッドから出土した加曾利 Bl式の

平口縁深鉢形土器である。底部から丸みを帯びて立

ち上がり、口縁部が直立気味になる形態である。ロ

縁部内面に 1条沈線が巡る。口辺部に 4条の沈線が

巡り、沈線間に単節LRの縄文を横位に施す。要所

に縦区切りの沈線を施す。胴部下半を欠損し、 8分

の1程度の残存度である。

6はD-5グリッドから出土した滑石製の紡錘車

である。上径3.2cm、下径2.05cm、厚さ1.3cm、孔径

0. 55~0. 7cm、重さ16.53gを測る。

7もE-4グリッドから出土した滑石製の紡錘車

で、約2分の 1を欠損している。推定上径3.6cm、

推定下径2.3cm、厚さ1.9cm、推定孔径0.55cm、重さ

16.37gを測る。
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第48表遺構グリッド一覧表

遺構名 グリッド 遺構名 グリッド 遺構名 グリッド

第1号住居跡 A-5・6 B-5・6 第53号住居跡 C-2 ・ 3 D-2 ・ 3 第1号土城 C-7 

第2号住居跡 B-6 ・ 7 C-6 ・ 7 第54号住居跡 D-2 E-2 第2号土城 A-6 ・ 7 

第3号住居跡 c-5 ・ 6 o-6 第55号住居跡 D-2 E-2 , 第3号土城 B-6 

第4号住居跡 c-5 ・ 6 第56号住居跡 D-1 ・ 2 第4号土城 B-6 

第5号住居跡 D-6 ・ 7 E-6 ・ 7 第57号住居跡 C-1 第5号土墟 B-7 

第6号住居跡 D-6 E-6 第58号住居跡 欠番 第6号土城 c-5 
第7号住居跡 E-7 第59号住居跡 C-2 ・ 3 D-2 ・、3 第7号土城 C-4 ・ 5 

第8号住居跡 D-4 第60号住居跡 C-2 D-2 第8号土城 G-7 

第9号住居跡 D-4 第61号住居跡 E-5 ・ 6 F-5 ・ 6 第9号土城
う

D-6 

第10号住居跡 D-4 ・ 5 E-4 第62号住居跡 E-5 ・ 6 第10号土城 D-4 

第11号住居跡 D-4 ・ 5 第63号住居跡 欠番 第11号土城 C-1 D-1 

第12号住居跡 D-5 E-5 第64号住居跡 E-4 ・ 5 9 : 第12号土壊 E-4 

第13号住居跡 D-4 ・ 5 第65号住居跡 E-5 第13号土城 D-1 

第14号住居跡 D-4 ・ 5 E-4 ・ 5 第66号住居跡 D-3 第14号土城 A-4 

第15号住居跡 D-5 E-5 第67号住居跡 D-3 第15号土城 A-4 

第16号住居跡 D-2 ・ 3 E-2 ・ 3 第68号住居跡 B-3 C-3 第16号土城 D-5 

第17号住居跡 D-2 ・ 3 E-2 ・ 3 第69号住居跡 c-3 ・ 4 第17号土城 c-7 
第18号住居跡 D-5 ・ 6 第70号住居跡 D-4 E-4 第18号土城 D-2 

第19号住居跡 F-6 ・ 7 G-6 第71号住居跡 D-2 第1号溝跡 A-6 B-6 C-6 D-6 E-6 F-6 

第20号住居跡 F-6 第72号住居跡 D-2 第3号溝跡 C-6 ・ 7 D-6 

第21号住居跡 G-6・7 H-6・7 第1号掘立柱建物跡 C-6 ・ 7 D-6 ・ 7 第4号溝跡 E-6 ・ 7 F-6 

第22号住居跡 欠番 第2号柵跡 c-6 ・ 7 第5号溝跡 B-6 ・ 7 C-6 ・ 7 

第23号住居跡 F-7 G-7 第2号掘立柱建物跡 D-7 E-7 第6号溝跡 A-5・6 B-5・6・7 

第24号住居跡 C-4. 5 D-4 第3号掘立柱建物跡 A-3 第8号溝跡 D-2 E-2 

第25号住居跡 C-3 ・ 4 D-3 ・ 4 第4号掘立柱建物跡 A-3 第9号溝跡 E-6 F-6 

第26号住居跡 C-3 ・ 4 D-3 ・ 4 第5号掘立柱建物跡 A-3・ 4 B-3 第10号溝跡 A-1 ・ 2 B-1 C-1 

第27号住居跡 A-3 B-3 第6号掘立柱建物跡 A-3 B-3 第11号溝跡 E-7 F-6 ・ 7 G-6 ・ 7 

第28号住居跡 A-2 B-2 第7号掘立柱建物跡 D-6 E-6 第12号溝跡 B-4 ・ 5 

第29号住居跡 A-2 B-2 第1号柵跡 D-5 ・ 6 第13号溝跡 B-4 ・ 5 C-5 

第30号住居跡 B-2 第2号溝跡 C-6 D-6 第14号溝跡 G-6 ・ 7 

第31号住居跡 A- 2•3 B-2・3 第7号溝跡 C-6 D-5 ・ 6 第15号溝跡 A-2 

第32号住居跡 欠番 第8号掘立柱建物跡 A-4・5 B-4・5 第16号溝跡 A-2 

第33号住居跡 欠番 第9号掘立柱建物跡 A-3 ・ 4 第17号溝跡 A-2 

第34号住居跡 B-2 ・ 3 C-2 ・ 3 第10号掘立柱建物跡 欠番 第18号溝跡 A-3 

第35号住居跡 C-1 ・ 2 第11号掘立柱建物跡 A-2 第19号溝跡 A-3 

第36号住居跡 B-2 C-2 第12号掘立柱建物跡 B-2 第20号溝跡 A-3 

第37号住居跡 B-1 ・ 2 C-1 ・ 2 第13号掘立柱建物跡 B-3 ・ 4 C-4 第21号溝跡 A-3 ・ 4 

第38号住居跡 D-3 第14号掘立柱建物跡 B-4 ・ 5 第22号溝跡 A-4 

第39号住居跡 C-3 D-3 第15号掘立柱建物跡 B-4 ・ 5 C-5 第23号溝跡 A-4 

第40号住居跡 D-3 ・ 4 E-3 ・ 4 第3号柵跡 C-4 ・ 5 第24号溝跡 A-4 

第41号住居跡 C-3 D-3 第16号掘立柱建物跡 B-4 ・ 5 C-4 ・ 5 第25号溝跡 A-4 • 5 B- 4 • 5 

第42号住居跡 C-3 D-3 第17号掘立柱建物跡 B-5 第26号溝跡 D-1 

第43号住居跡 B-2 第18号掘立柱建物跡 B-5 ・ 6 C-5 ・ 6 第27号溝跡 A-5 

第44号住居跡 C-1 ・ 2 D-1 ・ 2 第19号掘立柱建物跡 C-4 ・ 5 D-5 第28号溝跡 A-5 

第45号住居跡 C-1 D-1 第4号柵跡 C-4 ・ 5 第29号溝跡 A-4 ・ 5 B-5 

第46号住居跡 D-1 第20号掘立柱建物跡 B-6 第30号溝跡 B-5 ・ 6 

第47号住居跡 C-2 第21号掘立柱建物跡 B-6 ・ 7 第31号溝跡 C-7 

第48号住居跡 C-1 ・ 2 D-1 ・ 2 第22号掘立柱建物跡 B-7 C-7 第32号溝跡 E-6 F-6 

第49号住居跡 D-1 ・ 2 第1・ 2号井戸跡 A-5 第33号溝跡 D-6 

第50号住居跡 C-2 ・ 3 D-2 ・ 3 第3号井戸跡 A-6 第34号溝跡 F-6 ・ 7 

第51号住居跡 c-2 ・ 3 第4号井戸跡 B-6 第35号溝跡 E-6 ・ 7 

第52号住居跡 C-2 ・ 3 D-2 ・ 3 第5号井戸跡 A-3 B-3 
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V まとめ

成願遺跡は、和田吉野川右岸に位置する自然堤防

上に立地し、周知の遺跡の範囲は東西約480m、南

北100~270mにおよぶ。発掘調査は遺跡の北東端

部の3,500面を対象に実施された。発見された遺構

は、古墳時代後期を中心に弥生時代後期から中世に

わたっている。竪穴住居跡67軒．掘立柱建物跡21棟

・柵跡 4 列・土墟18基•井戸跡 5 井・溝跡35条・ピ

ット多数を数える。

成願遺跡の立地環境

成願遺跡は、熊谷市村岡～大里村上恩田～中恩田、

大里村小泉～中曽根～吉所敷～高本～相上～玉作へ

と帯状に分布する南東端の自然堤防に位置する。帯

状に繋がる自然堤防の分布から、河川の旧流路を復

元することができる。現在の荒川は寛永年間に「瀬

替え」が行われた人工的な流路で、成願遣跡の北辺

を西から東へ流れる和田吉野川も人工的流路の荒川

へ合流させるために改変された流路である。成願遺

跡の調査区は、南西部の平坦面から北東方向に向か

って緩やかな下り傾斜を示し、調査区東側ほど傾斜

角度がきつい。成願遺跡の状況から、本来の和田吉

野川の流れは成願遺跡の東側を北北西から南南東へ

向かって流下していたことがわかる。このように旧

流路を復元すると、小泉～中曽根～吉所敷～高本～

相上～玉作へ帯状に繋がる自然堤防は旧流路の西岸

にあたり、津田・向谷はその対岸にあたるものと推

定される。

成願遺跡の河JII利用

成願遺跡は眼下に河川を臨む自然堤防上に立地し

ている。一般に河川に面した集落遺跡では士錘等の

漁榜具が多量に出士するが、成願遺跡では第25・ 45 

号住居跡から合計2点の土錘が出土しているにすぎ

ず、はかに漁携具とされる遺物も認められていない。

同じ状況は、元荒川左岸の自然堤防上に立地する行

田市築道下遺跡でも認められている。築道下遣跡は

6世紀から 9世紀に住居跡789軒・掘立柱建物跡238

棟が構築された県内屈指の巨大集落遺跡である。築

道下遣跡でも、土錘をはじめとする樵携具が検出さ

れた住居跡がきわめて少ない。築道下遺跡は大規模

住居跡が多く、掘立柱建物跡も238棟を数えること

から、特殊な集落遺跡として捉えられる。成願遺跡

も住居跡軒数に対する掘立柱建物跡棟数の比率が高

く、築道下遺跡のように特殊な集落遺跡と評価する

ことも可能である。掘立柱建物跡比率の高い築道下

遺跡・成願遺跡において漁榜具の出土が皆無に等し

く、両遺跡とも眼下を流れる河川を漁業の対象とし

ていない共通点は注目される。

成願遺跡と築道下遺跡を比較すると、日常生活を

営むために欠くことのできない「生活水」の確保の

方法に相反する事象が認められる。築道下遺跡では

606井を数える井戸跡が発掘されているが、成願遺

跡では住居跡の営まれた時期の井戸跡は皆無である。

築道下遺跡では「生活水」を井戸によって確保し、

眼下に臨む元荒川を生活用水として活用している形

跡が認められていない。一方、成願遺跡では井戸を

掘削せずに、脹下に流れる河川に「生活水」を依存

していたものと考えられる。

成願遺跡と築道下遺跡は、 「生活水」の獲得方法

や集落規模の絶対的な違いから、同質構造の集落跡

として捉えることはできない。その一方で、竪穴住

居跡軒数に対する掘立柱建物跡棟数の比率の高さか

ら集落の特殊性が窺われ、また、皆無に等しい漁榜

具の出土状況から、河川に棲む魚介類の積極的な捕

獲を必要としない生活基盤が整備されていた集落と

して捉えられる。築道下遺跡では、背後に控える武

蔵国造の奥津城とされる行田市埼玉古墳群との位置

関係から、河川は「生活水」を確保する場でも、漁

業の対象でもなく、積極的な交通路としての機能が

想定された。一方、成願遺跡の集落にとって河川は、

「生活水」を獲得する場であるが、漁業の対象では

ない。成願遺跡の周辺には「津田」の地名が見られ、
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地名から「津＝港」の機能が連想させられる。ここ

から、 「津田」の地は河川交通の要所で、成願遺跡

集落にとっても眼下に流れる河川が交通路として活

用されていたことが想定される。

成願遺跡に残された地震災害の傷跡

成願遺跡と築道下遺跡では竪穴住居跡軒数に対す

る掘立柱建物跡棟数の比率の高さや、眼下に臨む河

川の利用方法に共通性が認められる。これらは、人

為的な行為に基づく共通性であるが、ほかに自然現

象的な共通性、大地震の偽跡が残されている。

成願遺跡で検出された遺構のなかには、大地震に

伴う被害を受けているものが少なくない。 C-2・ 

3、D-2 ・ 3グリッド付近にはその影響が顕著に

認められ、第50・ 51 • 52 ・ 53 • 59 • 60号住居跡では

大地震に伴って発生した地割れにより、住居跡床面

が陥没するなどの傷跡が明確に残されている。

このような大地震の影響は、埼玉県北部の行田市

・熊谷市・深谷市・妻沼町・岡部町など広範囲にわ

たる遺跡で確認され、妻沼低地を中心に分布するも

のと推定されている。顕著な例として、一般国道17

号深谷バイパスや上武道路建設に先立って亨掘され

た諸遺跡で、地震痕跡が随所に確認されている。こ

らの発掘調査では、大地震の震動によっ1
土砂と地下水が攪拌される液状化現象を起てし、そ

の土砂が地上へ噴き上げる噴砂を発生させ、口その通

り道の砂脈が多く検出されている。その影響によっ

て、遺構底面の陥没や水平方向へのズレなどの痕跡

が残され、被害の度合いも大きい。築道下遺跡は地

震痕跡の確認された遺跡が分布する最南端に位置し、

噴砂に伴う砂脈のほかに地割れ・地滑りの地震災害

の痕跡が数多く残されている。

成願遺跡も大略的には妻沼低地に立地し、その最

南西端に位置している。成願遺跡の地震被害と妻沼

低地に所在する遺跡に確認された地震被害が、同一

の大地震に伴うものかは確証はないが、現段階にお

いては妻沼低地で発見されている地震痕跡と同一地

震よる傷跡と推定される。成願遺跡と築道下遺跡の

地震被害の差違は、成頴遺跡には比企丘陵が迫り、

築道下遺跡とは元流川を挟み、また震源地や断層な

どの諸条件の違いによるものと考えられる。

成願遺跡の発掘調究において、地震痕跡の時期を

確定しうる資料は発見されていないが、埋没した古

墳時代後期の住居跡が地割れに襲われている。妻沼

低地に所在する遺跡の発掘成果からは、 8世紀後半

から10戦紀後半までの間に求められている。 『類緊

国史』に弘仁9年 (818)、 「日本三代実録』に元慶

2年 (878)の武蔵国地震被害の記述が残され、以

後13世紀まで記録はみられない。現在のところ、 81

8年説が有力視されているが、地震痕跡が残された

9世紀代の集落遺跡において、遺構と地震痕跡の時

期的な関係の分析が待たれる。

「玉作り」遺跡

成頻遺跡は大里村大字玉作に所在する。地名から

「玉作り」との関連を想定させられ、これを払拭す

ることはできない。

成願遺跡から出士した広義の至作り関連遺物には、

紡錘車・円板・剣形品・勾玉・臼玉や円板形未製品

があげられ、いずれも滑石製である。今回の発掘成

果では、 「玉作り」に関連する遺構や玉作り石材原

石や剥片および砥石などの製作痕跡遺物も発見され

ていない。成願遺跡の南方約1.2kmには、大里南部

遺跡群の船木遺跡・桜谷東遺跡の「玉作り」工房跡

が発見されているが地名が異なり、現在の玉作の地

名に繋がることは合点がいかない。また、成願遺跡

から出土した滑石製品には第7号住居跡の無孔剣形

品（第19図3).第12号住居跡無孔円板（第26図3)

•第21号住居跡円板形未製品（第35図 13) ・第64号

住居跡勾玉様滑石製品（第83図2)などの未製品や

二次加工が認められるものが多く含まれている。今

回の発掘調査ではエ房跡や製作痕跡遺物が確認され

ていないが、未製品や二次加工品の存在から「玉作

り」工房の発見が期待される。と同時に、 「玉作」

の地名が所在する成願遺跡に由来する可能性を付記

しておきたい。
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桜谷東遺跡の玉作り工房跡の詳細は公表されてい

ないが、古墳時代中期の住居跡から多量の石製模造

品や剥片類が出土している。船木遺跡の玉作り工房

跡 （第11号住居跡）からは、砂岩製の砥石4点と多

量の滑石製品が壁溝に沿って出土している。滑石製

品は勾玉 ・円板 ・剣形の未製品が多く、原石と思わ

れる滑石塊や削りクズも検出されている。住居内か

ら工作用のピットは確認されていない。5世紀末～

6世紀初頭前後の土師器椀 ．杯・高杯 ・小型堆 ．壺

．甕 ・台付甕と須恵器はそうが伴出している。船木

遺跡・桜谷東遺跡で発見された玉作り工房跡と成願

遺跡の所在する「玉作」の地名との関連については

今後の課題となる。

埼玉県内には、岡部町大寄B遺跡 ・東松山市舞

台遺跡 ・川島町正直遺跡・滑川町月輪神社西遺跡と

いった玉作り遺跡も知られている。大寄B遺跡で

は、玉作り工房跡（第46号住居跡）から工作用特殊

遺構が検出され、貴蛇紋岩（碧玉質）の原石・剥片

・勾玉 ・臼玉と供に、土師器杯を出土した。舞台遺

跡では、 2軒の玉作り工房跡が検出された。第2号

住居跡では南東隅のピットの底面に石製品を研いた

青灰色の粉末が厚さ 5cmほど堆積し、剥片および臼

玉の未製品 ・欠損品が多量に出土した。第 7号住居

跡では床面から石製模造品の原材と有孔円板と剣形

の欠損品が検出されたc正直遺跡は幅2mほどの

配管工事中の発見で、玉作り工房跡は確認されてい

ない。遺物は lm内の範囲に集中し、管玉工程品

106点・釧工程品 1点 ，黒曜石製の砥石 1点と土師

器杯1点 ・板状木器l点が出土した。管玉工程品は

碧玉質26点 ・灰青色凝灰岩60点・暗緑青色凝灰岩20

点で、形割段階もしくは側面打裂段階に属し、その

他の工程品や原石・剥片は検出されていない。研磨

工程品がみられないが、研磨 ・穿孔に伴って生じた

砥糞と推定される青灰色の粉末も確認された。月輪

神社西遺跡は未発掘のため、玉作工房跡は検出され

ていない。滑石製紡錘車の未完成工程品が4点採集

され、玉作り遺跡の所在が推測されている。

埼玉県内では6カ所の玉作り遺跡が確認されてい

る。大寄B遺跡を除く 5遺跡はいずれも荒川中流

域右岸の松山台地周縁部に所在し、 6km圏内の至近

距離に位置している。石材は、大寄B遺跡・正直

遺跡が碧玉質、船木遺跡・舞台遺跡・月輪神社西遺

跡が滑石で、碧玉質の石材を用いる大寄B遺跡と

正直遺跡では製作技法が異なっている。玉作り原材

石の産出地として、滑石は都幾川・槻川・越辺川流

域に多く、凝灰岩は東松山市葛袋地区に知られてい

る。松山台地周縁部に所在する玉作り遺跡と原材石

産出地の符合から、合理的な生産体制が窺われるだ

けではなく、玉作り生産を掌握していた勢力の存在

を想起させられる。これらの玉作り遺跡の位置関係

から、玉作り生産が比企地方を総括した同一勢力圏

に含まれていた可能性が示唆されている。

成願遺跡から検出された遺構

成願遺跡の発掘調査では、古墳時代後期を中心に

弥生時代後期から中世にわたる遺構が検出されてい

る。時期別にみると、弥生時代後期から古墳時代前

期には竪穴住居跡9軒 ・溝跡2条、古墳時代後期に

は竪穴住居跡58軒．掘立柱建物跡21棟 ・柵跡4列・

土壊3基・溝跡2条が数えられる。

中世の遺構は出土遺物等からの確証はないが、 5

井の井戸跡と区画溝の機能が想定される東西方位に

沿った第 1号溝跡と第10号溝跡やこれに平行・直交

する溝跡、走向方位が異なる第11号溝跡などが推定

される。また、検出された多数のビットも中世の建

物跡の柱穴である可能性も考えられるが、配列や組

み合わせは把握できなかった。

このほかに、時期を特定し得ない遺構として土城

15基、溝跡、ピットがある。溝跡は弥生時代後期か

ら中世にかけて総数35条を数える。

弥生時代後期から古墳時代前期の集落

弥生時代後期から古墳時代前期の集落跡の遺構に

は、第29・ 30 ・ 31 ・ 42 ・ 43 ・ 46 ・ 57 ・ 60 ・ 68号住居

跡の 9軒と第6・ 14号溝跡の2条がある（第130図）。

’'いずれの遺構も出土遺物がきわめて少なく 、縄文施
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第130図 弥生時代後期～古墳時代前期の集落

0 20m 
I I I 

文を特徴とする「吉ヶ谷式土器」を主体とし、一部

櫛描文系の「岩鼻式土器」が混入している。しかし

その殆どが細片であったり、表面の風化が著しく、

図化し得たものは少ない。また住居跡の出土遺物に

は古墳時代前期の遺物が含まれておらず、住居跡の

時期は弥生時代後期に限定される。

発見された 9軒の住居跡は、 A~D-1~ 3グリ

ッドに集中する。古墳時代後期の住居跡との重複か

ら全容を知り得るものは少なく、第30号住居跡ば炉

跡と主柱穴、第43号住居跡は炉跡のみが検出されて

いるにすぎない。第60号住居跡は竪穴の掘込みが深

く、床面付近が良好な状態で残存していた。床面に

は堅緻に踏み固められた貼床が施され、炭化物が薄

く散布されていた。炉跡に相対する壁際には出入り

口機能が推定される方形の高まりとピットが見つか

っている。

住居跡の検出状況による制約はあるが、平面形態

から二分され、正方形の第29・ 31 ・ 68号住居跡の一

群と長方形の第47・ 60号住居跡の一群に分けられる。

正方形の一群は規模が大きく、長方形の一群は正方

形の一群に比べて小さい。

厨房施設に着目すると、複数基の炉が設置されて

いる住居跡と、炉が1基のみの住居跡に分けられる。

複数炉の住居跡は第29・ 30 ・ 31 ・ 68号住居跡で、第

29 ・ 68号住居跡では3基、第30号住居跡では4基、

第31号住居跡では2基が確認されている。単基炉の

住居跡は第42・ 43 ・ 46 ・ 60号住居跡である。

住居跡の位置関係は、第29・ 30 ・ 31 ・ 68号住居跡

がA-2 ・ 3、B-2 ・ 3、c-3グリッドにまと

まり、 c-1 ・ 2 ・ 3、D-3グリッドには第57・ 

60 ・ 42号住居跡が連なっている。

このように、平面形態・炉の基数・位置関係から、

該期の住居跡は二群に大別することができる。

1群は第29・ 30 ・ 31 ・ 68号住居跡の4軒である。

正方形の平面形態を呈し、複数炉が検出される一群

で、規模も大きい。第29・ 30 ・ 31号住居跡の 3軒は

密集した重複関係にあり、第68号住居跡も含めた4

軒の住居跡の軸方向には統一性がみられない。

2群は、第42・ 60号住居跡である。長方形の平面

形態を呈し、単基炉が設置されている。これに平面

形態は不明であるが、単基の炉跡が検出された第43

・ 57号住居跡が加わる。第57・ 60 ・ 42号住居跡は軸

を揃えて一直線上に並ぶ。第43号住居跡と第57・ 60 

・ 42号住居跡を挟んで対峙する位置にば炉跡が確認

されていない第46号住居跡があるが、第57・ 60 ・ 42 

号住居跡と軸方向を揃えいることから、 2群に含ま

れるものと推定される。揃えられた 2群の住居跡の

軸方向は 1群の住居跡の軸方向とは異なり、軸方向

においても群設定が肯定される。

このように該期の住居跡を二群に分割できるが、

出土した遺物量がきわめて少ないことから、時期的

な検証を行うことはできない。 1群の住居跡には重

複関係が存在し、複数の炉も検出され、時間幅は広

＜想定される。一方、 2群では同時性も予想可能で

あるが、出土遺物による裏付けはできない。 1群と

2群との時間的な関係は不明であるが、 1群の時間

幅が広く想定される状況から、 1群と 2群には先後

関係が存在していない可能性が高い。

弥生時代後期から古墳時代前期の遺物は、該期の
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住居跡が所在するグリッドのほかに、調査区南東半

の緩斜面部におよぶC~F-4~ 7グリッドの広範

囲から出土している。斜面部には該期の住居跡から

流れ込んだという解釈もできるが、該期の遺物の出

土範囲が集落範囲と考えられる。ここで注目される

のが、該期の 2条の溝跡である。

第6号溝跡は等高線に平行した溝跡で、該期の住

居跡よりも高台の A-5 ・ 6 、 B-5•6·7 グリ

ッドに掘削されている。第14号溝跡は等高線に直交

する溝跡で、 G-6・ 7グリッドに検出されている。

第6号溝跡と第14号溝跡を調査区外南方へ延長する

と、 2条の溝跡はほぼ直交する位置関係にある。両

者には検出幅の違いがみられるが、 V字形を呈した

断面形態や黄褐色系の覆士を主体とするなどの共通

点もあげられる。 2条の溝跡の位置関係や共通点か

ら、第6号溝跡と第14号溝跡は調査区外でL字に

屈曲するか、カーブを描いて繋がる同一の溝跡であ

る可能性が高く、集落外周を区画する機能が考えら

れる。第6・ 14号溝跡に区画された範囲は該期の遺

物の出土範囲とも合致する。時期的な社会背景も加

味すれば、第6・ 14号溝跡を「環濠」と位置づける

こともできるが、検出長が短いために確定できない。

成願遺跡の弥生時代後期から古墳時代前期の集落に

おいては、注目される遺構である。

古墳時代後期の集落

古墳時代後期の住居跡は58軒を数える。多くは調

査区北東半部の緩斜面部に集中し、激しく重複する

密集度の高さは成願遺跡の特徴としてあげられる。

住居跡の重複度合いの高さは覆土に包含される遺物

の混合度を高めることになり、出土遺物が帰属する

住居跡の判断を難しくし、集落展開の把握には困難

をきたすことになる。

古墳時代後期の住居跡のなかで、第20号住居跡が

最も古く位置づけられる。出土遺物はないが、重複

する第19号住居跡よりも先行することから、 5世紀

中葉以前の構築と捉えられる。

古墳時代後期の集落は、 5世紀後葉から本格的に

営まれ始める。この時期には、第7・ 19 ・ 65 ・ 66号

住居跡の4軒があげられる（第131図）。第66号住居

跡には岡示し得る遺物はないが、重複する第38・ 40 

号住居跡との新旧関係から、この時期の構築と推定

される。第 7号住居跡は大半が調査区外にあり、第

19 ・ 65 ・ 66号住居跡は他の遺構との重複が激しく、

いずれの住居跡からもカマドが確認されていない。

時期的な状況を勘案すると、未だカマドが導入され

る以前の住居跡の可能性も残されるが、これを裏付

ける確証はない。平面規模は、第19・ 65号住居跡が

比較的大型、第7・ 66号住居跡が小型である。いず

れも住居跡分布域の外辺部に位置し、軸方向を等高

線に揃えて、 L字状に配置されている。住居跡間隔

は不統一であるが、北北西から南南東に並ぶ第66・ 

65 ・ 19号住居跡は間隔が広く、東北東から西南西に

並ぶ第19・ 7号住居跡の間隔は狭い。等高線方向と

ほぼ一致する軸方向や位置間隔の差には、立地する

自然堤防の地形が反映されている可能性が高い。こ

のような住居跡配置を地形に影響されたものと捉え

ることもできるが、むしろ、地形を有効活用した集

落の展開として積極的な評価をしたい。

続く 6世紀前葉段階には、住居跡の軒数が増加す

る傾向が窺われる（第131図）。このなかで、第21・ 

23・24・40号住居跡の 4軒は先行する一群で、 6世

紀第I四半期頃に位置づけられよう。出士遺物はな

いが、第70号住居跡は重複する第8・ 10 ・ 14号住居

跡との新旧関係から、 6世紀前葉に推定される。第

36号住居跡は重複する第34・ 35号住居跡との新旧関

係から、第71・ 72号住居跡は重複する第44・ 48 ・ 49 

号住居跡などとの新旧関係から 6世紀前半に推測さ

れる。また、第56号住居跡は重複する第44・ 48 ・ 49 

号住居跡および第71・ 72号住居跡との新旧関係から、

6世紀前半代に位置づけられる可能性がある。さら

に、第24号住居跡カマド先端付近に位置する第 7号

土壊も 6戦紀第 I四半期に位置づけられ、第24号住

居跡との関連が改めて想起させられる。先行する一

群の第21・ 23号住居跡は第11号溝跡の削平や大半が
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第131図 古墳時代後期集落の展開(1)

5世紀後葉の集落

6世紀中葉の集落

調査区外にあることから、平面規模は不明である。

他の遺構と重複する第40号住居跡は、平面規模は把

握できるが、カマドは検出されていない。第24号住

居跡には唯ーカマドが確認され、西壁の南西コーナ

ーによって設置されている。第24・ 40号住居跡の平

面規模はほぽ同等で、第21・ 23号住居跡も同規模と

推定される。4軒の住居跡の配置は、第21・ 23号住

居跡、第24・ 40号住居跡が軸を揃えてほぼ同間隔に

6世紀前葉の集落

6世紀第III四半期の集落

0 20m 
I I I 

位置し、時期を限定し得ない第36号住居跡と第56・ 

71 ・ 72号住居跡も同様のあり方を示している。この

ような状況から、この時期の集落は2軒の住居跡が

1単位となっている可能性が考えられるが、各単位

のもつ意味合いは不明である。

6世紀中葉の住居跡には、第27・ 45号住居跡があ

げられる （第131図）。 また重複する第12・ 14号住居

跡は、出土遺物を明確に分割できなかったため 2軒
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I 

第132図 古墳時代後期集落の展開(2)

6世紀第1V四半期の集落

ともこの時期に相当させているが、覆土の堆積状況

からは第12号住居跡が先行する。さらに第8・ 9 ・ 

10 ・ 11 ・ 13号住居跡も著しい重複関係から明確な出

土遺物の分割が不可能であり、この時期に該当させ

ている。覆土の堆積状況からは第10号住居跡→第11

号住居跡の順に構築され、第8・ 9 ・ 13号住居跡が

続いている。このような状況は、成願遺跡の特徴で

あると同時に、問題点でもある。おそらくは、 6世

紀中葉を中心に相前後する比較的短期間のうちに住

居跡が建て替えられたことが予想される。これに加

えて、 自然堤防という限られた居住スペースも影響

し、結果的に著しく重複する住居跡群を遺すことに

繋がっている。このように、 6世紀中葉には住居跡

軒数が増加する。集落展開は安定期を迎え、第3.

14号住居跡のような一辺7mを超える比較的大型

の住居跡も出現している。調査区の南北に住居跡群

が形成され、分布範囲も東西方向へと広がり 、住居

跡軒数の増加に伴う居住スペースの拡大と積極的な

土地活用の意図を窺うことができる。

6世紀第m四半期になると、さらに住居跡軒数が

増加する（第131図）。 第16・ 35 ・ 39 ・ 48 ・ 54 ・ 59 ・ 

6世紀末～7世紀初の集落

゜I I I 
20m 

61号住居跡の 7軒があげられ、これに後出する第25

号住居跡は 6世紀第III~N四半期に位置づけられる。

密集度が最も高い区域に位置する第41号住居跡は時

期比定し得る遺物がないが、 6世紀後半以降に構築

された第26・ 38 ・ 39号住居跡よりも先行することか

ら、遅くとも 6世紀第皿四半期までには構築されて

いる。第62号住居跡も時期を特定できる出土遺物は

ないが、 5世紀後葉の第65号住居跡よりも新しく 、

6世紀代III四半期の第61号住居跡よりも先行する重

複関係から、 6世紀前葉～ 6世紀第皿四半期初め頃

の構築と推定される。この時期の集落は、調査区北

東部の一群と調査区南東部の第61(・ 62)号住居跡

に大別され、北東部の一群では6世紀第皿四半期段

階の重複関係が認められている。重複する第16・ 54 

号住居跡と第39・ 59号住居跡の新旧関係の存在から、

この段階を 2段階に分割可能で、存続期間が短い住

居跡が数軒単位ごとに展開した様相が想定される。

第4号溝跡と第11号土城もこの時期の遺構にあげら

れる。第11号土城もこの時期に位置づけられ、新旧

関係が不明な重複する第48号住居跡との関連も検討

する必要がある。調査区南東端付近の第4号溝跡も
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この時期に掘削され、溝内に土師器模倣杯が人為的

に置かれている（第123図）。第4号溝跡南東側の住

居跡は 5世紀後葉から 6世紀前葉に構築されたもの

で、第4号溝跡が6世紀第皿四半期以降の集落を区

画していた可能性も想起させられる。

6軋紀第w四半期になると、住居跡軒数はさらに

増加し、集落は最盛期を迎えている（第132図）。こ

の時期の住居跡には、第 1・ 2 ・ 5 ・ 15 ・ 17 ・ 18 ・ 

34 ・ 37 ・ 38 ・ 44 ・ 4 7 ・ 49 ・ 50 ・ 51 ・ 53号住居跡の15

軒があげられる。このうち第15・ 18号住居跡、第44

・ 47 ・ 49号住居跡には重複関係が認められる。新旧

関係は第15号住居跡が第18号住居跡よりも新しく、

第44号住居跡が第47・ 49号住居跡よりも新しい。時

期を特定し得る遺物が出土していない第52号住居跡

も、重複する第50・ 51 ・ 53号住居跡との新旧関係か

ら、この時期に構築された住居跡と推定される。第

50 ・ 51 ・ 52 ・ 53号住居跡の重複関係は最も著しく、

第53号住居跡→第51号住居跡→第52号住居跡→第50

号住居跡の順に構築されているが、それぞれの住居

跡の存続期間はきわめて短く、すべての住居跡が立

て替えを繰り返されたわけではなく、拡張も含まれ

ているとみるのが妥当と思われる。また、第55号住

居跡も時期を特定し得る遺物は出土していないが、

重複する第54号住居跡よりも後出することから、こ

の時期に構築された住居跡と推定される。この時期

の住居跡の分布には、前代までに住居跡が構築され

ていなかった調査区南西区域への広がりが認められ

る。重複の著しい調査区北東部では前代に引き続い

て「群」が形成され、調壺区南半部では一辺7m

を超える大型の住居跡と一辺5m未満の小型の住

居跡によって単位構成されている。住居跡が密集す

る調査区北東部においても大型住居跡と小型住居跡

が混在しており、時間軸を細かくすると、同様の単

位構成を把握できる可能性が高い。このような単位

構成は他の時期にはみられず、特徴的な集落展開を

認めることができる。

6軋紀末～ 7世紀初頭になると住居跡軒数が激減

し（第132図）、比較的大型の第3・ 6 ・ 26号住居跡

の3軒があげられるにすぎない。成願遣跡では 7世

紀以降の住居跡が発見されておらず、この時期をも

って集落展開が終了する。

以上のように、成願遺跡の古墳時代集落は、 5世

紀後葉に本格的な形成が開始され、 6世紀中薬に安

定期を迎え、 6世紀第III~IV四半期に最盛期をほこ

ったが、突如として、 6世紀末～ 7世紀初頭に住居

跡軒数が激減し、集落は終焉を迎えている。ただし、

激しい重複関係から明確に各住居跡ごとに対応する

遺物を分割できない状況があり、各住居跡の時期比

定にはさらなる検討を要する。また、住居跡の密集

度の高さは、各住居跡の存続期間が短く、比較的速

い厠転率で住居跡が建て替えられたことを予想させ

る。さらに自然堤防という限られた立地条件も影響

し、狭い居住スペースに重複度合いの著しい住居跡

群を遣す結果になった。その一方では、住居跡の軸

方向が立地する自然堤防の等高線＝延長方向に沿う

などの、立地条件を活用した集落展開を看取するこ

ともできる。

掘立柱建物跡

成願遺跡の発掘調査では、 21棟の掘立柱建物跡と

4列の柵跡が発見されている。第 1・ 15号掘立柱建

物跡には第2・ 3号柵跡が付設され、第7号掘立柱

建物跡には付属する第 1号柵跡と L字形に区画す

る第2・ 7号溝跡も巡っている。第4号柵跡は第19

号掘立柱建物跡との関連も想定されるが、他の柵跡

と掘立柱建物跡の位置関係とは異なる。一方では、

第3号柵跡と相対する位置関係として捉えることも

可能で、検討を要する。

掘立柱建物跡の時期は、柱穴のみが検出される遺

構の特性から出土する遺物量が少なく、時期の特定

が難しい。成願遺跡で発見された掘立柱建物跡の柱

掘形の規模は、竪穴住居跡柱穴と大差がみられない

ものが殆どである。柱穴覆土の堆積状況は観察され

ていないが、柱穴の規模から想定すると、古代の掘

立柱建物跡にみられるような版築状の柱掘形への充
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填が行われず、柱の樹立方法は竪穴住居跡建築技法

の延長線上にあるものと推測される。また掘立柱建

物跡が調査区南西半部の平坦面に建立され、竪穴住

居跡が調査区東半部の緩斜面部に密集する対照的な

分布は、他の古代集落における状況とは異なってい

る。このように、成願遣跡の掘立柱建物跡は、柱掘

形や分布状況が古代の掘立柱建物跡と様相を異にし

ている。

第3・ 6 ・ 8 ・ 9 ・ 12 ・ 14 ・ 16 ・ 17 ・ 18 ・ 21号掘

立柱建物跡の10棟と第4号柵跡からは遺物が出土し

ているが、いずれもきわめて微細な古墳時代の土師

器片であるため、時期を特定することができない。

また発掘調査着手時に掘立柱建物跡の存在が把握さ

れず、柱掘形の詳細な観察ができなかったため、遺

物の出土位置も不明である。柱掘形の充填土から出

土した遺物は掘立柱建物跡の上限年代を示し、柱痕

．柱抜取痕から出上した遺物は下限年代を示す資料

であり、掘立柱建物跡の遺物の出土位置はきわめて

重要である。

21棟の掘立柱建物跡のなかで、時期を特定し得る

のは第7号掘立柱建物跡である。第7号掘立柱建物

跡や付属する第 1号柵跡の柱穴からは遺物が出土し

ていないが、第 1号柵跡を囲う第2・ 7号溝跡から

まとまって遺物が出土している。第2・ 7号溝跡は

L字形に屈曲する 1条の溝跡であるが、発掘段階で

西辺部の深く掘り込まれた箇所が第2号溝跡と遺構

名称を付けられたため、第2・ 7号溝跡と報告する。

特に、第2号溝跡からは多量の遺物が出土し、人為

的に遺棄された可能性も考えられる。一方、第7号

溝跡から出土した遺物量は第2号溝跡に比べて少な

く、第2号溝跡から検出された遺物と明らかな時期

差が認められる。第7号溝跡出土遺物は重複する第

15 ・ 18号住居跡出土遺物と時期的な合致がみられる

ことから、混入遺物の可能性が高い。また第2号溝

跡出土遺物が人為的に遺棄されたものと仮定すると、

これらの遺物が第2・ 7号溝跡本来の遺物と推定さ

れ、この遺物の時期を第7号掘立柱建物跡の存続時

期と推測される。

第2号溝跡出土遣物には須恵器蓋・杯・無蓋高杯

と土師器杯・壺・甕．甑．鉢などがある（第95• 96 

図）。須恵器蓋杯・高杯はきわめて微細な破片であ

り、体部の深さや口縁部の傾斜程度などから年代を

推定することは危険であるが、 TK47~MT15段階の

特徴がみられ、蓋 (2) •高杯 (4) には TK47段

階の要素も認められる。土師器模倣杯は、口縁部が

直立気味もしくは僅かに外反し、体部が比較的深い

ものが多い。口縁端部に面をもつもの、丸くおさめ

られたもの、内傾する面をもつものや口縁部が短い

比企系の杯も含まれている。土師器甕は頸部が「く」

の字に括れ、胴部の張りが強く、最大径を中位から

上位にもつ。土師器甑は単孔式で、最大径を胴部上

位にもち、胴部中位に相対する把手が貼付される。

なかにはハケ調整が残存する例もある。須恵器年代

よりも土師器の特徴は後出的で、 6世紀第1四半期

を中心とする 6世紀前葉に位置づけられるものと思

われる。

住居跡と掘立柱建物跡の分布

第7号掘立柱建物跡のほかに時期を特定できる掘

立柱建物跡がなく根拠に乏しいが、柱穴規模や分布

状況の共通性から、古墳時代後期に建立された掘立

柱建物跡と推定したい。とすると、古墳時代後期集

落の展開を考える場合、竪穴住居跡の変遷のみでな

く掘立柱建物跡も考慮に入れる必要が生じてきた。

ここで、竪穴住居跡と掘立柱建物跡の明確に分割さ

れる分布状況が注目され、建物構造の差異がその要

因として想定される。

掘立柱建物跡と竪穴住居跡の決定的な建物構造の

差異は、建築技法の違いにある。半地下式の竪穴住

居跡が竪穴を掘り込んで平坦な床面を形成するのに

対し、平地式の掘立柱建物跡は平坦面を床面として

利用する必要がある。この建築技法上の違いと自然

堤防の限られた居住スペースを有効に利用するため

に、緩斜面部と乎坦部に建築域が分離されたと考え

ることもできる。竪穴住居跡を緩斜面部に構築する
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ことは竪穴の掘削土量の削減を可能とし、平坦部に

掘立柱建物跡を建立することは床面整地の省力化に

繋がり、建築技法上の合理的な工夫としてみること

もできる。

また掘立柱建物跡と竪穴住居跡という異構造の建

造物には、集落内における機能・役割の相違として

推測することもできる。この場合、掘立柱建物跡に

居住建造物以外の機能・役割を考えなければならな

いが、発掘調査の成果からはその機能・役割を確証

することは困難である。ほかに、掘立柱建物跡と竪

穴住居跡が明確に分割される分布状況の要因を想像

し難いが、一つの要因に限ることはなく、いくつか

の要素が複雑に作用しているものと思われる。当時

の古墳築造にみられる土木技術の高さから、建築技

法の違いのみが分布域の違いに表出されたと想定す

ることは考えられない。むしろ、集落内における機

第49表掘立柱建物跡一覧表

番号 位置 種類
間数 規模(m)

桁行梁行 桁行 梁行

SBOl C-6•7、 D-6•7 側 3 3 4.20 3. 70 

SA02 C-6•7 2 2 3.90 3.30 

SB02 D-7•E-7 側 3 2 4.50 3.60 

SB03 A-3 側 2 2 3.40 2.80 
(3) 2 (5.10) 2.80 

SB04 A-3 側 2 2 3.80 3.60 

SB05 A-3•4、 B-3 側 2 2 3.20 3.20 

SB06 A-3、B-3 側 3 2 7.20 3.40 

SB07 C-6、E-6 側 4 3 6.80 5. 70 

SAOl D-5・6 3 3 5.40 5.40 

SB08 A-4·5、 B-4•5 側 3 3 4.50 4.20 

SB09 A-3•4 側 3 2 4.95 3. 70 
(2) 2 (3.30) 3. 70 

SBll A-2 側 2 2 3.40 3.40 

SB12 B-2 側 2 2 3.00 2.40 

SB13 B-3•4、 C-4 側 2 2 3.20 3.00 

SB14 B-4•5 側 3 2 4.20 3.00 

SB15 B-4•5、 C-4•5 側 3 2 5.80 3.70 

SA03 C-4•5 3 1 4.80 2.00 

SB16 B-4•5 C-4•5 側 2 2 3.60 3.20 
SB17 B-5 側 2 1 3.20 3.00 

SB18 B-5•6、 C-5•6 側 2 1 3. 70 3.00 

SB19 C-4•5 D-5 側 2 1 3.40 2.60 
SA04 c~4•5 4 I 2 6.80 3.70 

SB20 B-6 側 3 2 3.90 3.40 

SB21 B-6•7 側 3 3 5.40 5.20 

SB22 B-7 C-7 側 3 2 4.80 2.80 
(2) 2 (3.20) 2.80 

能・役割の違いという集落構［の主因に建築技法等

の副因が加わっているものと推定したい。

掘立柱建物跡の規模と軸方位

発見された21棟の掘立柱建物跡はいずれも側柱の

建物跡で、総柱建物跡は 1棟も検出されていない。

この点も古代集落の掘立柱建物跡のあり方とは相違

するが、掘立柱建物跡を検出した古墳時代集落遺跡

においても個性的と思われ、これも成願遺跡の特異

性と捉えられる。

掘立柱建物跡の長辺を桁行、短辺を梁行と仮定す

ると、成願遺跡の掘立柱建物跡は桁行 2~4間x梁

行 1~ 3間の建物跡である。内訳は桁行2間x梁行

1間が3棟（第17・ 18 ・ 19号掘立柱建物跡）、桁行

2間x梁行 2間が5棟（第4・ 5 ・ 12 ・ 13 ・ 16号掘

立柱建物跡）、桁行3間x梁行2間が4棟（第6.

14 ・ 15 ・ 20号掘立柱建物跡）、桁行3間X梁行3間

柱間寸法(m)
軸方位

面積
梁／桁 備考

桁行 梁行 （可）

1.40 〈1.23〉 N-24.0° -W 15.54 0.88 
N-24.0° -W 

1. 50 1. 80 N-21.0°-W 16.20 0.80 

1. 70 1.40 N-40.0° -W 9.52 0.82 

1. 70 1.40 (14.28) (0. 55) 

1. 90 1.80 N-32.0° -W 13.68 0.95 

1. 60 1.60 N-45.0° -W 10.24 1.00 

2.40 1. 70 N-45.0° -W 24.48 0.47 

1. 70 1. 90 N-33.0° -W 38.76 0.84 

N-38.0° -W 

1. 50 1.40 N-22.0°-W 18.90 0.93 

1. 65 1.85 N-36.0° -W 18.32 0. 75 

1. 65 1.85 (12.21) 〔0.89〕

1. 70 1. 70 N-25.0° -W 11.56 1.00 

1. 50 1.20 N-9.0° -W 7.20 0.80 

1. 60 1. 50 N-25.0° -W 9.60 0.94 

1. 40 1. 50 N-45.0° -W 12.60 0. 71 

〈1.93〉 1.85 N-35.0° -W 21. 46 0.64 

N-35.0° -W 

〈1.80〉 〈1.60〉 N-50.0° -W 11. 52 0.89 

1. 60 3.00 N-24.0° -W 9.60 0.94 

〈1.85〉 3.00 N-35.0° -W 11.10 0.81 

〈1.70〉 2.60 N-46.0° -W 8.84 0. 76 

N-29.0° -W 

1. 30 1. 70 N-35.0'-W 13.26 0.87 

1. 80 1. 70 N-35.0° -W 28.08 0.96 

1. 60 2.80 N-35.0° -W 13.44 0.58 

1. 60 2.80 (8.96) (0.88) 

〈 〉の数値は平均値
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が3棟（第 1・ 8 ・ 21号掘立柱建物跡）、桁行4間

x梁行3間が第7号掘立柱建物跡の 1棟である。ま

た第2・ 3 ・ 9 ・ 11 ・ 22号掘立柱建物跡は過半が調

査区外にあるため、桁梁間数は定かではないが、第

2号掘立柱建物跡が桁行3間x梁行2間、第3号掘

立柱建物跡が桁行2~3間X梁行2間、第9号掘立

柱建物跡が桁行2~3間X梁行2間、第11号掘立柱

建物跡が桁行2間x梁行2間、第22号掘立柱建物跡

が桁行2~3間X梁行2間と推定される。

規模は、桁行2間が3.00~3.80m、桁行3間が3.

90~7. 20m、桁行4間が7.20mを、梁行l間が2.60

~3.00m、梁行2間が2.40~3.70m、梁行3間が3.

70~5. 70mを測る。柱間寸法は桁行がl.30~2.40m

（平均1.673m)、梁行が1.20~3. OOm（平均1.849m) 

を測る。桁行の柱間寸法は2.40mの第6号掘立柱

建物跡を除きいずれも1.90m以下で、多くは1.60 

~1.80mの範囲内に分布している。梁行の柱間寸

法は梁行 1間建物跡の柱間幅が広く、梁行軒数に反

比例して柱間幅が狭くなる傾向がみられる。

面積は桁行4間x梁行3間の第7号掘立柱建物跡

が最大で、桁行6.80mX梁行5.70m =38. 76面を測

る。最小は桁行2間x梁行2間の第12号掘立柱建物

跡で桁行3.00mX梁行2.40m=7.20面である。当然

のことながら、柱間数の増加に伴って面積も増加し、

桁行2間x梁行 l間の建物跡は8.84~11.10m＼桁

行2間x梁行2間の建物跡は7.20~ 11. 52m¥桁行

3間x梁行2間の建物跡は12.60~24. 48m',桁行3

間x梁行3間の建物跡は15.54~28. 08面である。桁

行規模最長の第6号掘立柱建物跡は桁行7.20mX梁

行3.40m=24. 48m2,梁行規模最長級の第21号掘立

柱建物跡は桁行5.40mX梁行5.20m=28. 08面であ

る。第7号掘立柱建物跡には桁梁間数ばかりではな

く、面積的にも格段な大きさを読みとることができ

る。面積数値は、 10面未満が4棟（第12・ 13 ・ 17 ・ 

19号掘立柱建物跡）、 lOm2以上15面未満が6棟（第

4 ・ 5 ・ 14 ・ 16 ・ 18 ・ 20号掘立柱建物跡）、 15面以

上20可未満が3棟（第 1・ 2 ・ 8号掘立柱建物跡）、

20m以上が3棟（第6・ 15 ・ 21号掘立柱建物跡）、

30可以上が1棟（第 7号掘立柱建物跡）である。

梁行／桁行比率をみると、数値の高い正方形に近

い柱穴配置の掘立柱建物跡は桁行を南北に面し、数

値の低い長方形配置の掘立柱建物跡は桁行を東西に

面している傾向を窺うことができる。この傾向には、

掘立柱建物跡の配置に何らかの意図が働いていた可

能性が考えられるが、必ずしもすべての掘立柱建物

跡に合致するわけではなく、積極的な計画性や強い

規制の存在までには至っていない。

掘立柱建物跡の方位については、立地する地形状

況を考慮して、桁梁にこだわらずに座標北を基準に

して西へ偏する角度を「軸方位」（追語）と表した。

柱穴が四隅直角の方形に配列される掘立柱建物跡に

おいては、 N-0°~90°-Wの範囲内で表記される

が、 N-0°-WとN-90°-Wは同数値となり、

角度の表記方法としての適切さに問題が残る。この

表記方法をすべての遺跡に適用することは危険を伴

い、掘立柱建物跡の方位の表記方法は今後の課題で

ある。

掘立柱建物跡の軸方位はN-9 °~50° -Wを測

り、第133図にその分布状況を表した。その軸方位

の分布状況をみると、概ね4群に分割することがで

きる。 I群とした N-9° -Wは第12号掘立柱建物

跡の 1棟のみである。 II群としたN-21°~25° -W 

は、第 1・ 2 ・ 8 ・ 11 ・ 13 ・ 17号掘立柱建物跡の6

棟である。皿群はN-32°~36° -Wの範囲で、第

4 ・ 7 ・ 9 ・ 15 ・ 18 ・ 20 ・ 21 ・ 22号掘立柱建物跡の

8棟があり、第15・ 18 ・ 20 ・ 21 ・ 22号掘立柱建物跡

の5棟が同数値を示す。 W群はN-40°~50° -W  

の範囲で、第3・ 5 ・ 6 ・ 14 ・ 16 ・ 19号掘立柱建物

跡の 6棟である。

軸方位から 4分割された掘立柱建物跡の規模を梁

行縦軸・桁行横軸に表現すると（第133図）、各群の

規模•平面形態の傾向を窺うことができる。 I 群の

第12号掘立柱建物跡は桁行2間x梁行2間・梁桁比

率0.80の長方形建物跡である。 II群は桁行3間x梁
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第133図 掘立柱建物跡の軸方位と規模

掘立柱建物跡の軸方位と棟数
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行2間の第2号掘立柱建物跡を除き、桁梁間数が同

じで、第 1・ 8号掘立柱建物跡が桁行3間x梁行3

間、同規模の第13・ 17号掘立柱建物跡と第11号掘立

柱建物跡が桁行2間x梁行2間の建物跡で、梁桁比

率が0.88以上の平面正方形に近い建物跡で占められ

ている。皿群は桁行3間x梁行2間を基本とするが、

桁行4間x梁行3間の第 7号掘立柱建物跡、桁行3

間x梁行3間の第21号掘立柱建物跡、桁行2間x梁

行2間の第4号掘立柱建物跡、桁行2間x梁行 l間

の第18号掘立柱建物跡と、桁梁間数のバラエティー

に富む。占有面積も第7・ 21号掘立柱建物跡などを

はじめ、比較的広い建物跡が集中している。第 7.

21号掘立柱建物跡を除いて、梁桁比率の低い平面長

方形の建物跡が多く、梁行規模も2.80~3.70mに

集中する。 W群は第6号掘立柱建物跡を除き、桁梁

間数が少ない一群で、平面形態は長方形を基本とす

る。占有面積が狭く、 8.84~12.60面の近似値を示

し、桁梁規模もほぽ同数値に集中する。

軸方位からみた掘立柱建物跡の分布

軸方位から分割された I~N群の掘立柱建物跡の

分布状況は、第134図のようになる。 I群の第12号

掘立柱建物跡は調査区北半部に位置する。 II群は調

査区西半部の広範囲にわたり、柵列を伴う第 1号掘

立柱建物跡が調査区南端に位置する。皿群も調在区

西半部全域におよび、柵跡と区画溝が巡る第7号掘

立柱建物跡、柵跡が伴う第15号掘立柱建物跡、占有

面積の広い第21号掘立柱建物跡を中心的な存在とし

て、第 7号掘立柱建物跡、第15・ 18号掘立柱建物跡、
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第134図 I. JI. 皿• W群の掘立柱建物跡の分布
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第4・ 9号掘立柱建物跡、第20・ 21 ・ 22号掘立柱建

物跡という数棟からなる 4つのまとまりを捉えるこ

とができる。 W群は調査区西半中央部に集中し、第

3 ・ 5 ・ 6号掘立柱建物跡と第14・ 16 ・ 19号掘立柱

建物跡からなる 2つのまとまりに分けられる。 w群

の第19号掘立柱建物跡との関連が予想された第4号

柵跡は、同じw群に含まれる第16号掘立柱建物跡と

重複関係にある。軸方位と年代比定との相関性は不
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明であるが、第4号柵跡と第16号掘立柱建物跡が同

時期の建造物ではありえず、第4号柵跡は相対する

第3号柵跡との関連を想定することが必要であろう。

掘立柱建物跡の変遷

21棟の掘立柱建物跡のうち時期が推定できるのは

第7号掘立柱建物跡1棟のみである。なかには古墳

時代住居跡と重複関係にある掘立柱建物跡も存在す

るが、その新旧関係は把握されていない。 このよう
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な状況から、掘立柱建物跡の変遷を推測することは

難しいが、集落展開を考えた場合、軸方向を同じく

する建物跡を並立することは合理的な配置方法と推

定される。この推定を前提として I~N群の掘立柱

建物跡群の変遷を試みるが、軸方位の近似する掘立

柱建物跡が必ずしも同時期である確証はなく、多大

な危険性を伴っている。

まず、第 7号掘立柱建物跡の所属する III群は、第

2号溝跡出土遺物の時期に幅をもたせて 6世紀前葉

に建立された一群と推定されよう 。調査区南西部で

重複する住居跡は 6世紀第w四半期のもので、掘立

柱建物跡がこれに先行し、甑甑が生じない。とする

と、調査区南西部に分布する Il群も住居跡に先行す

る可能性が高く、遅くとも 6世紀第皿四半期までに

は構成されていたと推測できよう 。調査区南西部に

分布しないW群は、 6世紀第W四半期の軒数の増加

に伴って調査区南西部にまで構築区域を拡大した住

居跡の分布と連動 し、調査区西半の中央部～北半部

に分布域が移り、 6世紀第W四半期前後に造営され

た一群と想定することも可能である。

これらを整理すると、皿群→Il群→W群という変

遷が考えられる。6世紀前葉には、 柵跡と区画溝が

巡る第 7号掘立柱建物跡、柵跡を伴う第15号掘立柱

建物跡、占有面積の広い第21号掘立柱建物跡を中心

とする 皿群が調査区西半部の平坦部全域に建立され

る。6世紀中葉前後には、調査区西半部全域にIl群

が構築され、建物跡群の規模は縮小される。建物跡

群の縮小に伴って個々の掘立柱建物跡の占有面積も

縮小する。柵跡が囲う第 1号掘立柱建物跡は、 III群

の第7号掘立柱建物跡の後継的な建物跡と捉えられ

る。6世紀後葉段階になると、 W群の建物跡群の規

模がさらに縮小される。占有面積の広い第6号掘立

柱建物跡を中心に展開するが、 IT・ III群にみられた

柵跡が付設された建物跡は存在しない。各掘立柱建

物跡は桁梁2間を基本とし、占有面積も縮小する。

分布域が調査区西半の中央から北部へと移動し、空

いた調査区南西部には住居跡が進出する。 I群の第

12号掘立柱建物跡は6世紀第w四半期の住居跡と重

複し、 III群に先行する 5世紀後葉もしくはW群に後

続する 6世紀末から 7世紀初め頃に位置づけられる。

5世紀後葉段階の掘立柱建物跡を想定することは直

感的に避けたく、掘立柱建物跡群が縮小し続ける変

遷過程からW群に後続する可能性が高いのではない

だろうか。いずれにしても、年代的な確証が乏しく、

掘立柱建物跡の変遷過程は試みの域を出ないもので

ある。

掘立柱建物跡の評価

集落内における掘立柱建物跡の機能 ・役割として、

特別な建物、竪穴住居跡と同質の居住建物、倉庫な

どが想起される。

通常、倉庫跡と推定されるのは総柱建物跡である

が、発見された掘立柱建物跡はすべて側柱建物跡で

ある。また、集落展開において住居跡軒数と倉庫棟

数が比例関係にあることが妥当といえるが、変遷過

程からみた掘立柱建物跡の棟数と住居跡の軒数は連

動していない。これらの点から、掘立柱建物跡の機

能を倉庫と推定することは不適切である。

掘立柱建物跡と竪穴住居跡の占有面積を比較する

と、掘立柱建物跡の優位性を認めることができない。

この場合、掘立柱建物跡と住居跡の明確に分割され

る分布状況を、建築技法の相違と説明する必要があ

るが、単に建築技法の相違から分布域を明確に分割

する必要性を理解できない。掘立柱建物跡と住居跡

を同質の居住建物とする案にも疑問が残る。

掘立柱建物跡を特別な建物とみる案は、掘立柱建

物跡に特別な機能 ・役割を付加するもので、それ故

に、分布域を明確に分割したものと捉えることがで

きる。小規模な掘立柱建物跡が存在することも事実

で、すべての掘立柱建物跡に特別な機能 ・役割を付

加することが妥当であるのか検討の余地は残る。し

かし、柵跡と区画溝が巡る大型の第7号掘立柱建物

跡や柵跡を伴う第 1・ 15号掘立柱建物跡には、特別

な機能・役割を想起させられる。

第15号掘立柱建物跡に付属する第3号柵跡には、
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相対する位置に第4号柵跡が所在している。この位 の集落展開には、時代背景として、約6km離れた埼

置関係と第4号柵跡の付属する掘立柱建物跡がない 玉古墳群との関連を無視することはできない。

ことから、柵跡によって区画された通路として機能 埼玉古墳群は墳丘長100mを超える大型前方後円

1ヽ

していた可能性が考えられる。そこから飛躍すると、 墳4基（稲荷山古墳・ 二子山古墳・鉄砲山古墳・将
！ l 

第15号掘立柱建物跡を柵跡によって区画される通路 軍山古墳）と墳丘長70m級の中型前方後円墳4基

が付属された建物跡と捉えることができる。 （愛宕山古墳 ・瓦塚古墳・奥の山古墳 ・中の山古

第7号掘立柱建物跡は柵跡が付属するばかりでは 墳）、径100m超級の大型円墳 1基 （丸墓山古墳）、

なく、その外側を溝跡によって区画されている。掘 方墳 1基（戸場口山古墳）と陪塚的小型墳からなる

立柱建物跡と区画溝の関係から、豪族居館・首長居 古墳群で、武蔵国造の奥津城とされている。約1世

館・首長居宅などと呼ばれている機能が想起させら 紀余りの間に前方後円墳が築造され続け、主軸方向

れる。著名なものに群馬県三ツ寺I遺跡や原之城遺 が揃えられて配置され、また前方後円墳の周溝は長

跡などがあるが、根本的な構造は成願遺跡の状況と 方形を基本とする全国的に特異な古墳群である。

異なる。埼玉県内において、地域首長の居館跡は発 埼玉古墳群は国宝「金錯銘鉄剣」を出土した稲荷

見されていないが、従来、方形周溝墓や方墳と捉え 山古墳に端を発し、大型前方後円墳の二子山古墳・

られていた溝跡が見直され、行田市高畑遺跡 ・行田 鉄砲山古墳・将軍山古墳が造営され、これとリンク

市埼玉遺跡・本庄市下野堂遺跡などが「居館と思し するかのように、中型前方後円墳の愛宕山古墳・瓦

き遺跡」として再評価され始めている。また古墳副 塚古墳・奥の山古墳・中の山古墳が築造されている。

葬品の構成要素となる鏃・鏡・銃などの銅製品、武 稲荷山古墳から出土した金錯銘鉄剣の冒頭に刻まれ

具、馬具、子持勾玉などの威信財を出土する遺跡も た「辛亥年」を西暦471年とする説が定着しつつあ

注目されている。第7号掘立柱建物跡からは威信財 ったが、近年、その60年後の西暦531年説が再燃し

の出土はないが、底面を掘り込んだ第2号溝跡の遺 ている。また稲荷山古墳の2基の埋葬施設（礫榔．

物の出土状況に人為的に遺棄された可能性があり、 粘土榔）が後円頂部周縁に位置することに端を発し、

何らかの祭祀行為が行われたことも想定される。そ これらを追葬的な埋葬施設と考えて、稲荷山古墳築

こで、第 7号掘立柱建物跡には特別な機能・役割が 造当初の第3の埋葬施設を想定し、稲荷山古墳の築

想像されるが、その解明には至らない。一案として、 造をより古く位置づける案も出されている。現状段

首長居館との関連が考えられる遺構としての要件を 階の発掘成果から、稲荷山古墳を 5世紀第w四半期

備えているものと思われる。 ～末頃の築造と考えたいが、今後の検討を待ちたい。

少なくとも、柵跡を伴う第 1・ 7 ・ 15号掘立柱建 前方後円墳のなかで最も新しく位置づけられる中の

物跡には、集落内における特別な機能・役割が想定 山古墳は、 「須恵質埴輪壺」と仮称される壺形埴輪

される。他の掘立柱建物跡については、占有面積な 型の須恵器を樹立し、 6世紀末から 7世紀初頭の構

どの問題も残るが、分布や位置関係・軸方位など柵 築と推定されている。中の山古墳に続いて方墳の戸

跡を伴う掘立柱建物跡との強い関連性から機能・役 場口山古墳が築造され、埼玉古墳群の造営は終焉を

割を推測していく必要がある。 迎えている。このように、埼玉古墳群の造営時期は

成願遺跡の古墳時代後期集落の時代背景 成願遺跡の古墳時代後期集落が展開する時期とほぽ

古墳時代後期集落は 5世紀後葉に本格的な形成が 一致している。

開始され、 6世紀末～ 7世紀初頭に終焉を迎え、こ 埼玉古墳群は、古墳時代後期段階に全国屈指の前

れ以後は住居跡が構築されていない。古墳時代後期 方後円墳を造営し続けることができた強大な勢力で
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ある。以前、埼玉古墳群を中心とする利根川南岸地

域の前方後円墳について検討したことがあるが、利

根川南岸地域の前方後円墳には前方部を西に向ける

共通性が認められた。また墳丘規模においても埼玉

古墳群の大型前方後円墳を凌駕する前方後円墳はな

く、墳丘に配列された埴輪も同様であった。前方後

円墳には「墓」としての機能よりも政治的な構築物

としての意味合いが強くもたれている。そこで、利

根川南岸地域における古墳築造に際して、埼玉勢力

による規制が働き、前方部を西に向ける前方後円墳

が築かれた地域を直接的な埼玉勢力圏内にあること

を想定した（山本1991)。

成願遺跡の周辺に所在する前方後円墳には、楓山

古墳・東山古墳・とうかん山古墳・大塚 1号墳・大

境 1号墳・大境2号墳などがある。楓山古墳・東山

古墳は前方後円墳と推定されている古墳で、詳細は

不明である。全長約40mの大境 1号墳・全長約36m

の大境2号墳は埴輪祭式終焉後の 7世紀代の古墳で

ある。とうかん山古墳は全長74m、主軸方位は前方

部を南西に向ける N-135°-Wを測る。採集され

ている埴輪片・土器片から 6世紀中葉前後の築造と

推測されている。東山古墳群の大塚 1号墳は全長45.

44mの帆立貝形前方後円墳で、後円部周溝が円形

に巡る特異な古墳である。主軸方位は前方部を西北

西に向ける N-55°-Wを測る。出土した須恵器か

ら6懺紀末～ 7世紀初頭の築造と推定されている。

埼玉古墳群の造営と併行するとうかん山古墳・大塚

1号墳は前方部を西に向けていることから、成願遣

跡固辺は直接的な埼玉勢力圏内に含まれていた地域

と想定される。このような社会的な背景から、埼玉

古墳群の造営時期と一致する成願遺跡古墳時代後期

集落には埼玉勢力の影響を無視することはできない。

発掘成果からその関連を解明できないが、少なくと

も、埼玉勢力を支えていた集落といえる。

埼玉勢力と比企勢力

成願遺跡は、埼玉勢力による「規制」が周辺の前

方後円墳築造に働いたことから、直接的な埼玉勢力

圏内に属することが想定された。しかし、東側には

比企地方が追り、その影響を無視することができな

い。その一端が「玉作り」である。前方後円墳の主

軸方位は埼玉古墳群と比企地方ではほぼ一致し、比

企地方の古墳築造に際して、埼玉勢力による「規制」

は認められず、埼玉勢力と比企勢力は埼玉周辺の利

根川南岸地域のような直接的な圏内には含まれてい

ない。ただし、埼玉勢力と比企勢力は拮抗する勢力

関係とは捉えられず、鉄剣銘文が示すような畿内王

権を背景にした埼玉勢力が優位にある同盟的な関係

が想像される。このような埼玉勢カ・比企勢力の境

界付近に位置する成願遺跡は、埼玉勢力圏内にあり

ながら、比企勢力の影響も受ける社会情勢下に展開

した集落と位置づけることができよう。
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グリ ッド・表採出土遺物 第129圏ー2

グリッド・表採出土遺物 第129図一11

ピット出土遺物 第125図ー 4

グリッド・表採出土遺物 第129圏ー5
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